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瑞祥新春（ずいしょうしんしゅん）
　急な季節の変わり目や時代の流れなど
が目まぐるしい近年ですが、気が付けば1
月も終わり、今年も残り約11か月となり
ました。
　皆さまに吉兆をお届けできるように、議
会も今後ますます頑張ってまいりますので、
議会だよりをこれからもご愛読ください。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

E-m
ail:gikai@

tow
n.satosho.lg.jp 令和7年3月定例会は、3月3日（月）から始まる予定です。

　
囲
碁
部
の
部
員
数
は
現
在

17
人
で
、
毎
週
月
・
木
曜
日

の
13
時
か
ら
17
時
に
、
中
央

公
民
館
で
対
局
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
東
公
民
館
で
も
練

習
会
を
し
て
い
ま
す
。

　
実
力
の
差
は
ハ
ン
デ
を
つ

け
、
お
互
い
楽
し
み
な
が
ら

強
く
な
る
よ
う
努
力
し
、
徐

々
に
で
す
が
実
力
が
つ
い
て

い
ま
す
。

　
実
力
の
確
認
の
場
と
し
て

囲
碁
大
会
を
企
画
し
、
優
勝

を
目
指
し
し
の
ぎ
あ
っ
て
い

ま
す
。

　
囲
碁
の
発
祥
は
中
国
と
さ

れ
、
奈
良
時
代
に
日
本
に
伝

わ
り
、
平
安
時
代
に
貴
族
に

室
町
時
代
に
公
家
と
武
家
に

好
ま
れ
、
戦
国
時
代
か
ら
江

戸
時
代
に
は
プ
ロ
棋
士
が
出

て
家
元
制
度
が
確
立
す
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　
囲
碁
の
愛
好
者
は
１
９
８

０
年
代
は
１
０
０
０
万
人
で

現
在
は
２
０
０
万
人
足
ら
ず

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
里
庄
町
囲
碁
部
も
新
規
会

員
が
な
く
、
会
員
の
高
齢
化

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
、
町
を
通
じ
て

中
学
校
か
ら
は
夏
季
の
希
望

学
習
の
一
つ
と
し
て
囲
碁
講

習
を
数
年
前
か
ら
実
施
し
、

昨
年
は
小
学
校
の
要
請
に
よ

り
、
６
年
生
に
囲
碁
を
紹
介

し
対
局
し
な
が
ら
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。
若
い
人
に

少
し
で
も
囲
碁
に
興
味
を
持

つ
人
が
増
え
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
囲
碁
大
会
の
開
催

回
数
を
増
や
し
、
会
員
の
交

流
を
通
し
て
、
さ
ら
に
囲
碁

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

活活動動こんなこんな しています！しています！
第17回

里
庄
町
文
化
協
会  

　囲
碁
部

（岡本）

未
来
の
消
防
士
た
ち（
東
幼
稚
園
）

未
来
の
消
防
士
た
ち（
東
幼
稚
園
）



　
　
　
　
　
令
和
６
年
４
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
令
和
６

年
度
分
の
給
与
。

里庄町議会だより　No.119 ̶ 2 ̶̶ 3 ̶

　
令
和
６
年
第
６
回
定
例
会
は
12
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
条
例
の
一
部
改
正
５

件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
10
件
、
道
路
認
定
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
１
件
な
ど
20
件
が
上
程
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
請
願
１
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
予
算
決
算
委
員
会
、
請
願
は
建
設
福
祉
委
員
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
発
議
１

件
が
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
に
は
８
人
が
登
壇
し
、
町
の
姿
勢
や
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

定例
　会
定例
　会
定例
　会

月

里庄町議会だより　No.119

12条

　例 賛成多数で可決賛成多数で可決
その他議案も全て原案通り承認・可決されました

令和６年度補正予算は令和６年度補正予算は

12月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　 （補正額）

(２億３５４５万円）
（１９７５万円）
（１４５万円）
（３５万円）
（９８万円）
（１５１万円）

（△７３９万円）
（２７万円）

　
(３４万円）
(１２万円）

　
(３２万円）
(３２万円）
(４４万円）
(４４万円）

68億2786万円
68億4761万円
11億2253万円
 11億2288万円
12億9291万円
12億9442万円
2億2450万円

644万円
　　

      2億7191万円
      1億252万円

　　  4億3148万円
　 　 3億9178万円
　　  2億6044万円
　  　4億5451万円

一般会計（第６号） 
一般会計（第７号） 
国民健康保険特別（第３号） 
国民健康保険特別（第４号） 
介護保険特別（第２号） 
介護保険特別（第３号） 
後期高齢者医療特別 
町営墓地特別 
水道事業会計

収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

　
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算

額
３
億
５
千
万
円
か
ら
さ
ら

に
、
１
億
３
千
万
円
の
寄
附

金
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
た

め
の
、
返
礼
事
務
の
委
託
料

で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

事
務
委
託
料

　
　
６
４
５
０
万
円

　
特
別
職
の
期
末
手
当
お
よ

び
一
般
職
・
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
・
報
酬
、
期
末

手
当
・
勤
勉
手
当
が
増
額
し

た
た
め
で
す
。

人
事
院
勧
告
に
よ
る

給
与
改
定

　
　
１
９
７
５
万
円

　
主
に
利
用
者
の
増
加
と
サ

ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
に
よ
る

も
の
で
す
。

障
害
福
祉
事
業
扶
助
費

　
　
４
５
３
６
万
円

　
給
付
費
単
価
の
上
昇
お
よ

び
、
町
外
の
保
育
園
へ
の
入

所
す
る
園
児
が
増
加
し
た
た

め
で
す
。

保
育
所
給
付
費

　
　
９
０
１
２
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
、
受
診
者
が
増

え
た
た
め
で
す
。

子
ど
も
医
療
費

　
　
　
７
０
０
万
円

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
伴

う
経
費
の
補
正
予
算
で
す
。

一
般
会
計
の
主
な
補
正
予
算

専
決
処
分

改
定
額
は
１
年
間
か

　
　
　
　
　
　
給
与
人
件
費

改
定
額
は
、
４
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と

理
解
し
て
よ
い
の
か
。

総
務
課
長

総 

括 

質 

疑

町
条
例

条
例
の一部
改
正

里
庄
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
育
児
ま
た
は
介
護
を
行
う

職
員
が
、
通
常
の
時
間
で
は

勤
務
し
が
た
い
状
況
に
な
っ

た
場
合
、
早
出
ま
た
は
遅
出

に
よ
る
勤
務
が
可
能
と
な
る

制
度
を
設
け
る
も
の
で
す
。

里
庄
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
給
付
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら

の
健
康
保
険
証
廃
止
に
よ
り
、

医
療
費
給
付
事
務
が
個
人
番

号
事
務
に
移
行
さ
れ
る
た
め

に
、
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
を
証
明
す

る
受
給
資
格
証
に
つ
い
て
、

職
権
に
よ
る
更
新
も
可
能
と

し
ま
す
。

　
医
療
を
受
け
る
場
合
は
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認

を
受
け
る
と
と
も
に
、
受
給

国
か
ら
の
通
達
か

　
　
　
　
　
　
条
例
改
定
は

国
か
ら
の
通
達
か
。

　
　
　
　
　
早
出
遅
出
制
度

の
導
入
を
促
す
文
書
が
国
か

ら
届
い
て
い
る
。
各
自
治
体

に
よ
り
導
入
す
る
し
な
い
は

さ
ま
ざ
ま
。

　
　
　
　
　
　
勤
務
体
制
の

説
明
を
。

　
　
　
　
　
育
児
短
時
間
勤

務
は
１
週
間
で
４
パ
タ
ー
ン

選
択
で
き
る
。

　
部
分
休
業
は
勤
務
時
間
の

初
め
ま
た
は
終
り
に
、
30
分

単
位
で
1
日
に
つ
き
２
時
間
、

時
短
が
可
能
。

　
　
　
　
　
　
育
児
・
介
護

を
行
う
職
員
は
対
象
だ
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
ど
う

な
の
か
。

　
　
　
　
　
対
象
は
常
勤
職

員
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員

は
対
象
外
。

　
　
　
　
　
　
例
え
ば
介
護

す
る
人
が
、
午
後
１
時
15
分

出
勤
、
午
後
10
時
ま
で
働
く

こ
と
も
あ
り
な
の
か
。

　
ま
た
、
急
な
申
請
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
こ
の
制
度
は
午

前
７
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

の
間
で
勤
務
時
間
を
定
め
る
。

　
急
な
申
請
の
対
応
は
課
に

よ
り
異
な
る
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
制
度
を
、

利
用
し
た
い
人
は
多
い
の
か
。

　
　
　
　
　
要
望
は
多
く
は

な
い
が
、
町
外
か
ら
の
勤
務

の
職
員
も
多
く
、
働
き
方
改

革
の
一
環
で
導
入
す
る
。

質
　
疑

里
庄
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

資
格
証
を
提
示
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

里
庄
町
心
身
障
害
者
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら

の
健
康
保
険
証
廃
止
に
よ
り
、

障
害
者
医
療
費
給
付
事
務
が

個
人
番
号
事
務
に
移
行
さ
れ

る
た
め
に
、
改
正
を
行
い
ま

す
。

　
心
身
障
害
者
の
医
療
費
公

費
負
担
制
度
の
対
象
に
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
及
び
自
立
支
援
医
療
（
精

神
通
院
）
受
給
者
証
の
２
つ

を
所
持
す
る
精
神
障
害
者
を

追
加
し
ま
す
。

　
な
お
、
精
神
障
害
者
の
精

神
疾
病
に
よ
る
入
院
に
対
す

る
助
成
期
間
は
３
か
月
ま
で

と
す
る
規
定
は
規
則
に
委
任

し
ま
す
。

里
庄
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
里
庄
町
第
１
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
等
が
実

施
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
地
方

公
務
員
の
給
与
改
定
等
を
行

い
ま
す
。

（
大
卒
程
度
の
初
任
給
を
２

万
３
８
０
０
円
、
高
卒
者
の

初
任
給
を
２
万
１
４
０
０
円

引
き
上
げ
ま
す
。）

　
一
般
職
の
月
例
給
を
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
平
均
３

・
０
％
程
度
引
き
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
一
般
職
お
よ
び
第
１

号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期

末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手
当
を

令
和
６
年
12
月
支
給
分
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
０
・
０
５
月
分
引

き
上
げ
ま
す
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
等
が
実

施
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
特
別

職
の
期
末
手
当
を
令
和
６
年

度
12
月
期
は
０
・
１
月
分
引

き
上
げ
ま
す
。
特
別
職
に
は

勤
勉
手
当
は
支
給
さ
れ
な
い

た
め
、
令
和
７
年
度
以
降
は

６
月
期
、
12
月
期
の
期
末
手

当
を
そ
れ
ぞ
れ
０
・
０
５
月

分
引
き
上
げ
ま
す
。

仁
科
千
議
員

仁
科
千
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

仁
科
千
議
員

仁
科
千
議
員

仁
科
千
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

仁
科
英
議
員



　
　
　
　
　
令
和
６
年
４
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
令
和
６

年
度
分
の
給
与
。
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令
和
６
年
第
６
回
定
例
会
は
12
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
条
例
の
一
部
改
正
５

件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
10
件
、
道
路
認
定
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
１
件
な
ど
20
件
が
上
程
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
請
願
１
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
予
算
決
算
委
員
会
、
請
願
は
建
設
福
祉
委
員
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
発
議
１

件
が
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
に
は
８
人
が
登
壇
し
、
町
の
姿
勢
や
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

定例
　会
定例
　会
定例
　会

月
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12条

　例 賛成多数で可決賛成多数で可決
その他議案も全て原案通り承認・可決されました

令和６年度補正予算は令和６年度補正予算は

12月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　 （補正額）

(２億３５４５万円）
（１９７５万円）
（１４５万円）
（３５万円）
（９８万円）
（１５１万円）
（△７３９万円）
（２７万円）

　
(３４万円）
(１２万円）

　
(３２万円）
(３２万円）
(４４万円）
(４４万円）

68億2786万円
68億4761万円
11億2253万円
 11億2288万円
12億9291万円
12億9442万円
2億2450万円

644万円
　　

      2億7191万円
      1億252万円

　　  4億3148万円
　 　 3億9178万円
　　  2億6044万円
　  　4億5451万円

一般会計（第６号） 
一般会計（第７号） 
国民健康保険特別（第３号） 
国民健康保険特別（第４号） 
介護保険特別（第２号） 
介護保険特別（第３号） 
後期高齢者医療特別 
町営墓地特別 
水道事業会計

収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

　
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算

額
３
億
５
千
万
円
か
ら
さ
ら

に
、
１
億
３
千
万
円
の
寄
附

金
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
た

め
の
、
返
礼
事
務
の
委
託
料

で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

事
務
委
託
料

　
　
６
４
５
０
万
円

　
特
別
職
の
期
末
手
当
お
よ

び
一
般
職
・
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
・
報
酬
、
期
末

手
当
・
勤
勉
手
当
が
増
額
し

た
た
め
で
す
。

人
事
院
勧
告
に
よ
る

給
与
改
定

　
　
１
９
７
５
万
円

　
主
に
利
用
者
の
増
加
と
サ

ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
に
よ
る

も
の
で
す
。

障
害
福
祉
事
業
扶
助
費

　
　
４
５
３
６
万
円

　
給
付
費
単
価
の
上
昇
お
よ

び
、
町
外
の
保
育
園
へ
の
入

所
す
る
園
児
が
増
加
し
た
た

め
で
す
。

保
育
所
給
付
費

　
　
９
０
１
２
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
、
受
診
者
が
増

え
た
た
め
で
す
。

子
ど
も
医
療
費

　
　
　
７
０
０
万
円

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
伴

う
経
費
の
補
正
予
算
で
す
。

一
般
会
計
の
主
な
補
正
予
算

専
決
処
分

改
定
額
は
１
年
間
か

　
　
　
　
　
　
給
与
人
件
費

改
定
額
は
、
４
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と

理
解
し
て
よ
い
の
か
。

総
務
課
長

総 

括 

質 

疑

町
条
例

条
例
の一部
改
正

里
庄
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
育
児
ま
た
は
介
護
を
行
う

職
員
が
、
通
常
の
時
間
で
は

勤
務
し
が
た
い
状
況
に
な
っ

た
場
合
、
早
出
ま
た
は
遅
出

に
よ
る
勤
務
が
可
能
と
な
る

制
度
を
設
け
る
も
の
で
す
。

里
庄
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
給
付
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら

の
健
康
保
険
証
廃
止
に
よ
り
、

医
療
費
給
付
事
務
が
個
人
番

号
事
務
に
移
行
さ
れ
る
た
め

に
、
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
を
証
明
す

る
受
給
資
格
証
に
つ
い
て
、

職
権
に
よ
る
更
新
も
可
能
と

し
ま
す
。

　
医
療
を
受
け
る
場
合
は
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認

を
受
け
る
と
と
も
に
、
受
給

国
か
ら
の
通
達
か

　
　
　
　
　
　
条
例
改
定
は

国
か
ら
の
通
達
か
。

　
　
　
　
　
早
出
遅
出
制
度

の
導
入
を
促
す
文
書
が
国
か

ら
届
い
て
い
る
。
各
自
治
体

に
よ
り
導
入
す
る
し
な
い
は

さ
ま
ざ
ま
。

　
　
　
　
　
　
勤
務
体
制
の

説
明
を
。

　
　
　
　
　
育
児
短
時
間
勤

務
は
１
週
間
で
４
パ
タ
ー
ン

選
択
で
き
る
。

　
部
分
休
業
は
勤
務
時
間
の

初
め
ま
た
は
終
り
に
、
30
分

単
位
で
1
日
に
つ
き
２
時
間
、

時
短
が
可
能
。

　
　
　
　
　
　
育
児
・
介
護

を
行
う
職
員
は
対
象
だ
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
ど
う

な
の
か
。

　
　
　
　
　
対
象
は
常
勤
職

員
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員

は
対
象
外
。

　
　
　
　
　
　
例
え
ば
介
護

す
る
人
が
、
午
後
１
時
15
分

出
勤
、
午
後
10
時
ま
で
働
く

こ
と
も
あ
り
な
の
か
。

　
ま
た
、
急
な
申
請
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
こ
の
制
度
は
午

前
７
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

の
間
で
勤
務
時
間
を
定
め
る
。

　
急
な
申
請
の
対
応
は
課
に

よ
り
異
な
る
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
制
度
を
、

利
用
し
た
い
人
は
多
い
の
か
。

　
　
　
　
　
要
望
は
多
く
は

な
い
が
、
町
外
か
ら
の
勤
務

の
職
員
も
多
く
、
働
き
方
改

革
の
一
環
で
導
入
す
る
。

質
　
疑

里
庄
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

資
格
証
を
提
示
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

里
庄
町
心
身
障
害
者
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら

の
健
康
保
険
証
廃
止
に
よ
り
、

障
害
者
医
療
費
給
付
事
務
が

個
人
番
号
事
務
に
移
行
さ
れ

る
た
め
に
、
改
正
を
行
い
ま

す
。

　
心
身
障
害
者
の
医
療
費
公

費
負
担
制
度
の
対
象
に
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
及
び
自
立
支
援
医
療
（
精

神
通
院
）
受
給
者
証
の
２
つ

を
所
持
す
る
精
神
障
害
者
を

追
加
し
ま
す
。

　
な
お
、
精
神
障
害
者
の
精

神
疾
病
に
よ
る
入
院
に
対
す

る
助
成
期
間
は
３
か
月
ま
で

と
す
る
規
定
は
規
則
に
委
任

し
ま
す
。

里
庄
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
里
庄
町
第
１
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
等
が
実

施
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
地
方

公
務
員
の
給
与
改
定
等
を
行

い
ま
す
。

（
大
卒
程
度
の
初
任
給
を
２

万
３
８
０
０
円
、
高
卒
者
の

初
任
給
を
２
万
１
４
０
０
円

引
き
上
げ
ま
す
。）

　
一
般
職
の
月
例
給
を
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
平
均
３

・
０
％
程
度
引
き
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
一
般
職
お
よ
び
第
１

号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期

末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手
当
を

令
和
６
年
12
月
支
給
分
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
０
・
０
５
月
分
引

き
上
げ
ま
す
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
等
が
実

施
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
特
別

職
の
期
末
手
当
を
令
和
６
年

度
12
月
期
は
０
・
１
月
分
引

き
上
げ
ま
す
。
特
別
職
に
は

勤
勉
手
当
は
支
給
さ
れ
な
い

た
め
、
令
和
７
年
度
以
降
は

６
月
期
、
12
月
期
の
期
末
手

当
を
そ
れ
ぞ
れ
０
・
０
５
月

分
引
き
上
げ
ま
す
。

仁
科
千
議
員

仁
科
千
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

仁
科
千
議
員

仁
科
千
議
員

仁
科
千
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

仁
科
英
議
員
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委
員
会

条
例
質
疑

　
　
　
　
　
　
早
出
遅
出
、

休
憩
時
間
を
２
時
間
取
得
す

る
な
ど
、
規
則
で
定
め
て
使

い
や
す
く
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
課
に
よ
っ
て
事

情
が
さ
ま
ざ
ま
。
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

　
２
時
間
の
休
憩
は
現
時
点

で
は
想
定
し
て
い
な
い
。
必

要
な
場
合
は
、
１
時
間
休
憩

の
後
に
有
給
休
暇
１
時
間
を

取
得
し
て
も
ら
う
。

勤
務
時
間
は

　
　
　
　
　
　
特
別
職
と
一

般
職
の
勤
務
時
間
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
特
別
職
に
は
特

に
定
め
は
な
い
。

　
一
般
職
は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
休
憩
時
間
１
時
間
を

挟
み
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

　
未
就
学
児
を
養
育
す
る
職

員
の
場
合
、
休
憩
時
間
を
15

分
短
縮
し
て
早
く
帰
る
こ
と

が
で
き
る
。

仁
科
英
議
員

総
務
課
長

仁
科
英
議
員

総
務
課
長

２
回
目
以
降
も
適
用
か

　
　
　
　
　
精
神
障
が
い
者

の
心
身
疾
患
に
つ
い
て
今
ま

で
は
公
費
負
担
は
無
か
っ
た

が
、
３
か
月
ま
で
助
成
さ
れ

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
条
例
に
３
か
月
と
い
う
期

間
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
規
則
の

中
で
定
め
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
１
回
の
入
院
に

つ
き
、
３
か
月
は
出
る
が
、

２
回
目
以
降
の
入
院
に
も
適

用
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
精
神
疾

患
に
よ
る
入
院
は
１
回
に
つ

き
３
か
月
ま
で
。

　
一
度
退
院
し
て
再
度
入
院

を
し
た
場
合
は
、
入
院
の
起

算
日
か
ら
３
か
月
間
は
助
成

の
対
象
期
間
と
な
る
。

　
　
　
　
　
退
院
か
ら
次
の

入
院
ま
で
の
期
間
は
、
何
か

月
以
上
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
入
院
の

起
算
日
か
ら
医
療
保
険
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

助
成
の
対
象
に
な
る
。

里
庄
町
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
条
例
の一部
改
正

に
つ
い
て

佐
藤
議
員

佐
藤
議
員

健
康
福
祉
課
参
事

健
康
福
祉
課
参
事

健
康
福
祉
課
参
事

佐
藤
議
員

　
12
月
５
日
、
関
係
当
局
の

出
席
を
求
め
説
明
を
聴
取
し

な
が
ら
、
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　
保
育
園
施
設
給
付
事
業
で

保
育
所
法
外
援
護
費
が
減
額

と
な
っ
た
の
は
、
町
内
保
育

所
の
受
け
入
れ
人
数
が
当
初

の
見
込
み
人
数
よ
り
少
な
く

な
っ
た
た
め
。
そ
れ
と
は
逆

に
、
井
笠
管
内
保
育
所
等
広

域
利
用
負
担
金
の
増
額
は
、

井
笠
管
内
の
保
育
所
の
利
用

者
数
が
増
え
た
た
め
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
職
員
の
給
与

改
定
等
は
理
解
で
き
る
が
、

特
別
職
の
期
末
手
当
ま
で
上

げ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ

い
て
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
、

そ
の
他
の
補
正
予
算
９
件
は

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会

　
12
月
６
日
、
関
係
当
局
の

出
席
の
も
と
、
現
地
の
調
査

確
認
を
行
い
、
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
５
月
に
殿
迫
地

区
、
奥
の
谷
下
池
東
側
の
既

存
団
地
の
増
設
で
、
新
た
に

５
区
画
が
造
成
さ
れ
た
団
地

内
の
位
置
指
定
道
路
で
、
北

東
側
の
既
存
町
道
へ
の
通
り

抜
け
も
可
能
で
す
。

　
補
修
が
必
要
な
箇
所
に
つ

い
て
は
、
担
当
課
の
指
導
に

よ
り
補
修
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

建
設
福
祉
委
員
会

　
里
見
川
荘
の
空
調
改
修
工

事
中
の
施
設
利
用
者
の
寒
さ

対
策
の
た
め
に
使
用
す
る
電

気
ヒ
ー
タ
ー
リ
ー
ス
費
用
、

消
火
ポ
ン
プ
室
内
の
空
調
ド

レ
ー
ン
の
改
修
、
各
所
空
調

ド
レ
ー
ン
の
修
繕
に
よ
り
、

当
初
予
算
額
５
２
８
０
万
円

か
ら
５
３
５
３
万
円
に
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の

変
更
契
約
の
締
結

今
、
差
し
替
え
の
必
要
が

　
　
　
　
　
　
精
神
障
が
い

者
の
精
神
疾
患
を
条
例
に
入

れ
る
が
、
説
明
資
料
に
は
助

成
期
間
が
３
か
月
ま
で
と
あ

る
が
、
条
例
に
は
な
い
。

　
条
例
に
な
く
て
、
規
則
で

３
か
月
に
縮
め
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
精
神
疾

患
に
よ
る
入
院
は
１
年
や
２

年
な
ど
、
か
な
り
長
期
に
及

ぶ
場
合
が
多
々
あ
る
。
そ
れ

を
全
て
対
象
に
す
る
の
は
制

度
的
に
も
難
し
い
の
で
、
精

神
疾
患
に
よ
る
入
院
の
助
成

期
間
に
つ
い
て
は
、
３
か
月

の
上
限
を
規
則
の
中
で
定
め

る
。

　
　
　
　
　
　
県
が
条
例
の

中
で
３
か
月
に
し
て
い
る
と

思
う
が
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
は
実

際
に
医
療
費
を
給
付
し
て
い

な
い
の
で
、
条
例
は
定
め
て

い
な
い
。

　
県
は
市
町
村
に
対
し
て
、

補
助
要
綱
を
定
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
精
神
障
が
い
者

の
精
神
疾
患
に
よ
る
入
院
に

対
す
る
助
成
は
、
３
か
月
に

す
る
こ
と
を
県
が
定
め
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
条
例
で
３
か

月
と
入
れ
な
い
限
り
は
、
長

く
権
利
と
し
て
認
め
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

　
差
し
替
え
を
す
る
必
要
が

今
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の

中
で
は
、
こ
の
医
療
費
の
範

囲
を
規
則
で
定
め
、
精
神
疾

患
に
よ
る
入
院
に
つ
い
て
は

３
か
月
と
い
う
具
体
的
な
規

定
を
す
る
。

仁
科
英
議
員

健
康
福
祉
課
参
事

健
康
福
祉
課
参
事

健
康
福
祉
課
参
事

仁
科
英
議
員

仁
科
英
議
員

佐藤耕三議員
　入院に対する助成期間は規則では３か
月になる。県が３か月にしているというこ
とでそうしていると思うが、県は関係な
い。
　以前、町独自で請願を採択しているの
で、助成期間を3か月にすることに疑問が
ある。

ここが反対！

助成期間の3か月に疑問
佐藤耕三議員

　物価高騰など、全ての景気が良いばか
りでない。
　里庄は、これから駅の改装、庁舎の改
築がある中、子育ての終わった特別職の
報酬引き上げは、一旦立ち止まるべき。

ここが反対！

一旦立ち止まって

特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 里庄町心身障害者医療費給付条例の一部改正
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委
員
会

条
例
質
疑

　
　
　
　
　
　
早
出
遅
出
、

休
憩
時
間
を
２
時
間
取
得
す

る
な
ど
、
規
則
で
定
め
て
使

い
や
す
く
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
課
に
よ
っ
て
事

情
が
さ
ま
ざ
ま
。
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

　
２
時
間
の
休
憩
は
現
時
点

で
は
想
定
し
て
い
な
い
。
必

要
な
場
合
は
、
１
時
間
休
憩

の
後
に
有
給
休
暇
１
時
間
を

取
得
し
て
も
ら
う
。

勤
務
時
間
は

　
　
　
　
　
　
特
別
職
と
一

般
職
の
勤
務
時
間
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
特
別
職
に
は
特

に
定
め
は
な
い
。

　
一
般
職
は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
休
憩
時
間
１
時
間
を

挟
み
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

　
未
就
学
児
を
養
育
す
る
職

員
の
場
合
、
休
憩
時
間
を
15

分
短
縮
し
て
早
く
帰
る
こ
と

が
で
き
る
。

仁
科
英
議
員

総
務
課
長

仁
科
英
議
員

総
務
課
長

２
回
目
以
降
も
適
用
か

　
　
　
　
　
精
神
障
が
い
者

の
心
身
疾
患
に
つ
い
て
今
ま

で
は
公
費
負
担
は
無
か
っ
た

が
、
３
か
月
ま
で
助
成
さ
れ

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
条
例
に
３
か
月
と
い
う
期

間
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
規
則
の

中
で
定
め
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
１
回
の
入
院
に

つ
き
、
３
か
月
は
出
る
が
、

２
回
目
以
降
の
入
院
に
も
適

用
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
精
神
疾

患
に
よ
る
入
院
は
１
回
に
つ

き
３
か
月
ま
で
。

　
一
度
退
院
し
て
再
度
入
院

を
し
た
場
合
は
、
入
院
の
起

算
日
か
ら
３
か
月
間
は
助
成

の
対
象
期
間
と
な
る
。

　
　
　
　
　
退
院
か
ら
次
の

入
院
ま
で
の
期
間
は
、
何
か

月
以
上
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
入
院
の

起
算
日
か
ら
医
療
保
険
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

助
成
の
対
象
に
な
る
。

里
庄
町
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
条
例
の一部
改
正

に
つ
い
て

佐
藤
議
員

佐
藤
議
員

健
康
福
祉
課
参
事

健
康
福
祉
課
参
事

健
康
福
祉
課
参
事

佐
藤
議
員

　
12
月
５
日
、
関
係
当
局
の

出
席
を
求
め
説
明
を
聴
取
し

な
が
ら
、
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　
保
育
園
施
設
給
付
事
業
で

保
育
所
法
外
援
護
費
が
減
額

と
な
っ
た
の
は
、
町
内
保
育

所
の
受
け
入
れ
人
数
が
当
初

の
見
込
み
人
数
よ
り
少
な
く

な
っ
た
た
め
。
そ
れ
と
は
逆

に
、
井
笠
管
内
保
育
所
等
広

域
利
用
負
担
金
の
増
額
は
、

井
笠
管
内
の
保
育
所
の
利
用

者
数
が
増
え
た
た
め
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
職
員
の
給
与

改
定
等
は
理
解
で
き
る
が
、

特
別
職
の
期
末
手
当
ま
で
上

げ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ

い
て
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
、

そ
の
他
の
補
正
予
算
９
件
は

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会

　
12
月
６
日
、
関
係
当
局
の

出
席
の
も
と
、
現
地
の
調
査

確
認
を
行
い
、
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
５
月
に
殿
迫
地

区
、
奥
の
谷
下
池
東
側
の
既

存
団
地
の
増
設
で
、
新
た
に

５
区
画
が
造
成
さ
れ
た
団
地

内
の
位
置
指
定
道
路
で
、
北

東
側
の
既
存
町
道
へ
の
通
り

抜
け
も
可
能
で
す
。

　
補
修
が
必
要
な
箇
所
に
つ

い
て
は
、
担
当
課
の
指
導
に

よ
り
補
修
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

建
設
福
祉
委
員
会

　
里
見
川
荘
の
空
調
改
修
工

事
中
の
施
設
利
用
者
の
寒
さ

対
策
の
た
め
に
使
用
す
る
電

気
ヒ
ー
タ
ー
リ
ー
ス
費
用
、

消
火
ポ
ン
プ
室
内
の
空
調
ド

レ
ー
ン
の
改
修
、
各
所
空
調

ド
レ
ー
ン
の
修
繕
に
よ
り
、

当
初
予
算
額
５
２
８
０
万
円

か
ら
５
３
５
３
万
円
に
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の

変
更
契
約
の
締
結

今
、
差
し
替
え
の
必
要
が

　
　
　
　
　
　
精
神
障
が
い

者
の
精
神
疾
患
を
条
例
に
入

れ
る
が
、
説
明
資
料
に
は
助

成
期
間
が
３
か
月
ま
で
と
あ

る
が
、
条
例
に
は
な
い
。

　
条
例
に
な
く
て
、
規
則
で

３
か
月
に
縮
め
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
精
神
疾

患
に
よ
る
入
院
は
１
年
や
２

年
な
ど
、
か
な
り
長
期
に
及

ぶ
場
合
が
多
々
あ
る
。
そ
れ

を
全
て
対
象
に
す
る
の
は
制

度
的
に
も
難
し
い
の
で
、
精

神
疾
患
に
よ
る
入
院
の
助
成

期
間
に
つ
い
て
は
、
３
か
月

の
上
限
を
規
則
の
中
で
定
め

る
。

　
　
　
　
　
　
県
が
条
例
の

中
で
３
か
月
に
し
て
い
る
と

思
う
が
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
は
実

際
に
医
療
費
を
給
付
し
て
い

な
い
の
で
、
条
例
は
定
め
て

い
な
い
。

　
県
は
市
町
村
に
対
し
て
、

補
助
要
綱
を
定
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
精
神
障
が
い
者

の
精
神
疾
患
に
よ
る
入
院
に

対
す
る
助
成
は
、
３
か
月
に

す
る
こ
と
を
県
が
定
め
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
条
例
で
３
か

月
と
入
れ
な
い
限
り
は
、
長

く
権
利
と
し
て
認
め
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

　
差
し
替
え
を
す
る
必
要
が

今
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の

中
で
は
、
こ
の
医
療
費
の
範

囲
を
規
則
で
定
め
、
精
神
疾

患
に
よ
る
入
院
に
つ
い
て
は

３
か
月
と
い
う
具
体
的
な
規

定
を
す
る
。

仁
科
英
議
員

健
康
福
祉
課
参
事

健
康
福
祉
課
参
事

健
康
福
祉
課
参
事

仁
科
英
議
員

仁
科
英
議
員

佐藤耕三議員
　入院に対する助成期間は規則では３か
月になる。県が３か月にしているというこ
とでそうしていると思うが、県は関係な
い。
　以前、町独自で請願を採択しているの
で、助成期間を3か月にすることに疑問が
ある。

ここが反対！

助成期間の3か月に疑問
佐藤耕三議員

　物価高騰など、全ての景気が良いばか
りでない。
　里庄は、これから駅の改装、庁舎の改
築がある中、子育ての終わった特別職の
報酬引き上げは、一旦立ち止まるべき。

ここが反対！

一旦立ち止まって

特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 里庄町心身障害者医療費給付条例の一部改正
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賛
否
表

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

素敵な笑顔で しめ縄作り（八ツ的分館） 新入生授業体験（中学校）

請

　願

請　願

建設福祉委員会審査

　休日保育の整備充実および広域連携による相互利用制度の整備、備後圏域実証実験中の「訪問
型病児保育事業」への参画および井笠地域への提供範囲拡大への働きかけにより、子育て支援のさ
らなる充実を図ることを求める。

　子どもは未来への希望であり、一人の人間としてその尊厳が守られるかけがえのない存在である。
次代を担う子どもが未来に夢と希望をもち、安心して心豊かに育つことができるよう、国においては
「こども未来戦略」を策定し、子どもたちが笑顔で暮らせる社会の実現、そして、若い世代が希望どお
り結婚し、希望する誰もが子どもを持ち、安心して子育てできる社会の実現を掲げている。
　「こども未来戦略」に盛り込まれている施策により、地方自治体においては、子育て支援の環境の充
実は図られているところではあるが、子育て支援のさらなる充実を図ることを求めるため、次の事項
を強く要請する。

1、休日保育の整備充実および広域連携による相互利用制度の整備に係る働きかけの実施
2、備後圏域実証実験中の「訪問型（非施設型）病児保育事業」への参画および井笠地域への提供範
　囲拡大への働きかけの実施

請願主旨

　12月6日、請願者である岡山県南西部子育て環境充実の会の代表の出席を求め説明を聴取しなが
ら、慎重に審査しました。
　提出された意見書案を修正して、提出先も岡山県知事および里庄町長に提出することが適当であ
ると意見がありました。
　採決の結果、採択すべきものと決しました。

子育て支援の充実に関する請願

「子育て支援のさらなる充実に関する意見書案」は賛成多数で可決
発　議

賛　成 反　対3：0

賛　成 反　対8：1

記

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

賛 否 表

仁
科
英
麿

○…賛成　×…反対

眞
野
博
文

岡
村
咲
津
紀

平
野
敏
弘

仁
科
千
鶴
子

佐
藤
耕
三

難
波
啓
祐

岡
本
貴
之

田
辺
博
樹

議決
結果議案名

議員名

議案第67号 専決処分の承認を求めること ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

議案第69号 里庄町ひとり親家庭等医療費給付に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第70号 里庄町心身障害者医療費給付条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可　決
議案第71号 令和６年度里庄町一般会計補正予算（第６号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第72号 令和６年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第73号 令和６年度里庄町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第74号 令和６年度里庄町後期高齢者医療特別会計補正予算(第３号) ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第75号 令和６年度里庄町営墓地特別会計補正予算（第３号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第77号 備南競艇事業組合規約の変更 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第78号 里庄町道路線の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第80号 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 可　決
議案第81号 令和６年度里庄町一般会計補正予算（第７号） ○○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可　決
議案第82号 令和６年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第83号 令和６年度里庄町介護保険特別会計補正予算（第３号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第84号 令和６年度里庄町水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第85号 令和6年度里庄町公共下水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第86号 工事請負契約の変更契約の締結 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第68号 里庄町職員の勤務時間、休日及び休暇等に関する
条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第76号 岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体数の減少及び組合規約の変更 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第79号
里庄町職員の給与に関する条例及び里庄町第１号
会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及
び費用弁償に関する条例の一部改正

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

請願第 3 号 子育て支援の充実に関する請願 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
発議第 4 号 子育て支援のさらなる充実に関する意見書案 ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可　決

12
月

定
例
会
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賛
否
表

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

素敵な笑顔で しめ縄作り（八ツ的分館） 新入生授業体験（中学校）

請

　願

請　願

建設福祉委員会審査

　休日保育の整備充実および広域連携による相互利用制度の整備、備後圏域実証実験中の「訪問
型病児保育事業」への参画および井笠地域への提供範囲拡大への働きかけにより、子育て支援のさ
らなる充実を図ることを求める。

　子どもは未来への希望であり、一人の人間としてその尊厳が守られるかけがえのない存在である。
次代を担う子どもが未来に夢と希望をもち、安心して心豊かに育つことができるよう、国においては
「こども未来戦略」を策定し、子どもたちが笑顔で暮らせる社会の実現、そして、若い世代が希望どお
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賛　成 反　対8：1

記

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

賛 否 表
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麿
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岡
村
咲
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平
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敏
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仁
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千
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佐
藤
耕
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難
波
啓
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岡
本
貴
之

田
辺
博
樹
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議案第78号 里庄町道路線の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第80号 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 可　決
議案第81号 令和６年度里庄町一般会計補正予算（第７号） ○○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可　決
議案第82号 令和６年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第83号 令和６年度里庄町介護保険特別会計補正予算（第３号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第84号 令和６年度里庄町水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第85号 令和6年度里庄町公共下水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第86号 工事請負契約の変更契約の締結 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第68号 里庄町職員の勤務時間、休日及び休暇等に関する
条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第76号 岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体数の減少及び組合規約の変更 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第79号
里庄町職員の給与に関する条例及び里庄町第１号
会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及
び費用弁償に関する条例の一部改正

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

請願第 3 号 子育て支援の充実に関する請願 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
発議第 4 号 子育て支援のさらなる充実に関する意見書案 ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可　決

12
月

定
例
会



里庄町議会だより　No.119̶ 9 ̶ ̶ 8 ̶里庄町議会だより　No.119

一
般
質
問 新

年
の
挨
拶

　
新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

ご
ろ
よ
り
里
庄
町
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
能
登
半
島
地
震
、

後
の
豪
雨
災
害
と
の
二
重
被

害
で
、
１
年
経
っ
た
今
も
な

か
な
か
復
興
も
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。

　
我
が
町
里
庄
で
も
、「
つ
ば

き
の
丘
運
動
公
園
」
の
法
面

の
崩
れ
が
発
生
し
た
の
は
、

平
成
30
年
の
７
月
豪
雨
の
時

で
し
た
。
そ
の
復
旧
工
事
も
、

６
年
と
い
う
時
を
経
て
、
よ

う
や
く
昨
年
11
月
に
完
了
し

ま
し
た
。

　
災
害
は
、
い
つ
・
ど
こ
で

発
生
す
る
か
、
見
極
め
が
出

来
な
い
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
各
家
庭
・
各
人
が
、
日
頃

か
ら
防
災
に
対
し
意
識
し
、

災
害
に
備
え
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
一
方
、
社
会
状
況
に
目
を

向
け
る
と
、
食
料
品
か
ら
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
わ
た
り
、
物

価
高
騰
が
日
常
生
活
に
大
き

く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
労
働
賃
金
も
上
昇
し
て
い

る
も
の
の
、
物
価
高
に
対
応

で
き
て
い
る
状
況
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

里
庄
町
議
会
議
長

小
野

　光
章

も
、
行
政
と
と
も
に
、
こ
の

状
況
に
真
剣
に
向
き
合
い
難

局
を
乗
り
越
え
る
べ
く
対
処

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
円
滑
な
議
会
運

営
に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

町
政
に
反
映
し
、
ご
期
待
に

応
え
る
よ
う
、
研
鑽
を
積
み
、

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

行
政
と
議
論
を
深
め
る
こ
と

で
、
町
政
の
監
視
機
能
を
果

た
し
つ
つ
、
本
町
が
発
展
す

る
よ
う
に
邁
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ

り
祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

後列左から　　難波啓祐　  　佐藤耕三 　 仁科英麿 　 田辺博樹　　岡本貴之 　 
前列左から　　岡村咲津紀　  平野敏弘 　 小野光章 　 仁科千鶴子　眞野博文

12月定例会

町
政
を
問
う

８人の議員が登壇して質問！

① 太陽光発電、蓄電池、V2H（Vehicle to Home）、
　 電気自動車（EV車）等の補助金を
② 帯状疱疹ワクチン接種に対する補助金（２回目）

難波 啓祐 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12P

① 広報紙
② 土のう配布
③ 地震対策は

平野 敏弘 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11P

① 防犯対策は
② 学生の学力と学力向上を
③ 町道716号線開通に伴う殿迫地区の安全対策は

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13P

① 防犯カメラの設置を
② 道路の補修を

仁科 千鶴子 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16P

① 町のスポーツ施設の鍵の管理場所は 
② 高齢者タクシーチケットの枚数は

岡本 貴之 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10P

① 里庄東小学校南東の角にある信号機等の
 　存続（6回目）

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

① 高齢者福祉は
岡村 咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14P

① 介護保険料は 
② 小・中学校でのいじめの問題
③ 工事中の国道２号バイパス

田辺 博樹 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17P

一般
質問
一般
質問
一般
質問

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。
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広
報
紙
へ
の
掲
載

基
準
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

各
課
か
ら
提
供
を

受
け
、
町
や
学
校

で
行
わ
れ
た
行
事
な
ど
を
掲

載
し
て
い
る
。

分
館
の
秋
祭
り
な

ど
、
町
全
体
に
は

関
係
な
い
よ
う
な
も
の
で
も

話
題
性
が
あ
れ
ば
掲
載
し
て

い
る
の
か
。分

館
活
動
の
優
良

事
例
や
公
共
性
や

公
益
性
が
高
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
積
極
的
に
紹
介
し
て

い
き
た
い
。

近
年
中
に
町
内
に

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
の
店
舗
が
で
き
る

の
か
、
ま
た
里
庄
駅
南
２
号

線
沿
い
の
商
業
店
舗
の
話
は

ま
だ
消
え
て
い
な
い
の
か
。

里
庄
駅
南
側
２
号

線
沿
い
の
商
業
店

舗
は
、
計
画
が
白
紙
に
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
、

企
業
に
よ
る
検
討
が
続
い
て

い
る
状
況
。

　
町
内
に
商
業
店
舗
が
新
た

に
出
店
す
る
こ
と
は
、
高
齢

者
な
ど
の
移
動
手
段
が
限
ら

れ
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
利

便
性
の
向
上
や
移
動
負
担
の

軽
減
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
は
非

常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

　
引
き
続
き
出
店
を
検
討
す

る
企
業
の
方
針
や
意
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
町
と
し
て
も

可
能
な
限
り
支
援
や
調
整
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

に
来
た
人
に
配
布
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
の
土
の
う
配

布
の
実
績
は
。

５
名
の
人
に
66
袋

配
布
し
た
。

役
場
以
外
で
配
布

場
所
を
設
け
る
予

定
は
あ
る
の
か
。

設
け
る
予
定
は
な

い
。
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広
報
紙
は
、
町
の

行
事
や
予
定
を
伝

え
る
重
要
な
も
の
と
考
え
て

い
る
が
、
発
行
業
務
は
何
人

で
行
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
商
工
課
に
担

当
者
を
1
人
配
置

し
て
お
り
、
委
託
業
者
と
調

整
を
図
り
な
が
ら
行
っ
て
い

る
。

広
報
紙
は
、
町
全

体
に
配
布
し
て
い

る
の
か
。

毎
月
、
各
戸
配
布

を
行
っ
て
お
り
、

役
場
や
図
書
館
な
ど
の
公
共

施
設
に
も
設
置
し
て
い
る
。

問問

問

広報さとしょう

い
て
は
、
在
庫
の
状
況
を
見

な
が
ら
配
布
し
て
い
る
。

事
前
に
各
分
館
に

土
を
置
い
て
、
何

か
あ
っ
た
ら
分
館
で
土
の
う

を
作
る
よ
う
に
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

町
で
は
、
完
成
し

た
土
の
う
を
取
り

台
風
の
前
な
ど
に

町
へ
行
け
ば
土
の

う
を
も
ら
え
る
の
か
。

町
で
は
、
災
害
時

な
ど
に
備
え
て
土

の
う
を
一
定
数
ス
ト
ッ
ク
し

て
い
る
。
災
害
の
事
前
対
策

な
ど
は
個
人
で
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

緊
急
性
を
要
す
る
も
の
に
つ

問

問

問問

役
場
以
外
で
の
配
布
は

農
林
建
設
課
長
／
設
け
る
予
定
は
な
い

福
祉
会
館
な
ど
の

耐
震
性
は
、
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。

福
祉
会
館
や
老
人

セ
ン
タ
ー
は
、
耐

震
性
が
な
い
た
め
建
て
替
え

に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

町
で
は
、
住
宅
の

耐
震
診
断
に
補
助

を
出
す
制
度
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
今
年
の
利
用
実

績
は
、
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た

の
か
。

補
助
件
数
は
、
耐

震
診
断
と
補
強
計

画
が
各
２
件
。

問

問

福
祉
会
館
な
ど
の
耐
震
性
は

総
務
課
長
／
建
て
替
え
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　検
討
し
て
い
る

水
道
管
の
耐
震
化

に
つ
い
て
、
災
害

が
発
生
し
た
時
に
避
難
所
に

な
る
学
校
や
公
会
堂
な
ど
を

優
先
し
て
行
う
考
え
は
あ
る

の
か
。

水
道
管
の
耐
震
化

に
は
、
多
額
の
資

金
が
必
要
な
の
で
、
国
の
補

助
金
制
度
や
起
債
の
借
り
入

れ
な
ど
を
検
討
し
、
早
く
耐

震
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
最
大
限
努
力
し
て
い

き
た
い
。

岡本　貴之 議員

　ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
　鍵
の
管
理
場
所

　
　
　教
委
事
務
局
参
事
／
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い

　
町
内
に
は
、
つ
ば
き
の
丘

運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
里
庄
町
野
球
場
、
里
庄

町
武
道
館
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
る
。

　
中
で
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

運
動
公
園
管
理
棟
に
行
き
、

鍵
を
借
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

へ
向
か
う
。

　
中
学
生
な
ど
の
子
ど
も
た

ち
は
自
転
車
な
ど
を
使
い
鍵

を
借
り
に
行
く
必
要
が
あ
る
。

　
遠
く
不
便
だ
と
い
う
声
が

多
い
の
も
現
状
。

子
ど
も
た
ち
が
使

用
す
る
頻
度
の
高

い
土
日
な
ど
、
役
場
で
の
鍵

の
貸
し
借
り
は
で
き
な
い
の

か
。

テ
ニ
ス
場
な
ど
の

鍵
の
受
渡
し
は
、

平
成
21
年
度
に
供
用
開
始
を

し
た
つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園

の
管
理
事
務
所
で
、
管
理
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
利
用
者
に
よ
っ
て
は
不
便

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
も

い
る
と
思
う
が
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
全
体
に
係
る
管
理
運
営

面
、
各
施
設
の
近
隣
住
民
の

人
の
日
常
生
活
も
配
慮
し
て

い
く
と
い
う
必
要
も
あ
る
の

で
、
引
き
続
き
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

つ
ば
き
の
丘
運
動

公
園
に
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
は
造
れ
な
い
の
か
。

町
自
体
に
既
存
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

あ
る
。

　
公
園
内
に
そ
れ
だ
け
の
造

成
す
る
場
所
が
確
保
で
き
る

の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と

し
て
農
林
建
設
課
、
公
園
の

ア
ダ
プ
ト
事
業
と
し
て
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
も
い
ろ

い
ろ
な
管
理
を
お
願
い
し
て

い
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、

つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園
の
中

に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
を

す
る
と
い
う
考
え
は
現
状
と

し
て
な
い
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
施
設
の
空
き
状

況
や
予
約
、
利
用
料
金
の
支

払
い
ま
で
、
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
は
で
き
な
い
の
か
。

現
在
は
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ

て
い
る
人
も
非
常
に
増
え
て

い
る
と
思
う
。

　
民
間
の
予
約
シ
ス
テ
ム
も

視
野
に
入
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
、

運
用
が
で
き
る
よ
う
に
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

教
委
事
務
局

参

　
　事

教
委
事
務
局

参

　
　事

農
林
建
設

課

　
　長

　
令
和
６
年
度
か
ら
高
齢
者

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数

も
１
枚
追
加
さ
れ
た
。

　
病
院
や
買
物
に
行
く
際
に

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
使
用

す
る
と
、
月
に
１
回
程
度
し

か
利
用
で
き
な
い
。

　
金
銭
面
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
、
病
院
や
買
物
に
出
か

け
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数

を
、
も
う
少
し
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

今
後
も
利
用
者
の

状
況
や
地
域
公
共

交
通
会
議
に
お
け
る
関
係
者

の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
交

付
内
容
を
検
討
し
て
い
く
と

と
も
に
、
他
市
町
村
の
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
事
業
や
そ
の

他
の
公
共
交
通
機
関
の
運
行

状
況
な
ど
も
研
究
し
た
上
で
、

持
続
可
能
な
交
通
イ
ン
フ
ラ

に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

チケットを増やすことは
　　　　　できないのか
　　企画商工課長／総合的に検討したい

企
画
商
工
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企
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工
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総
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課
長

問
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。
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行
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に
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利
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の

軽
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メ
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に
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と
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出
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を
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る
企
業
の
方
針
や
意
向
を
踏
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な
が
ら
、
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と
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て
も

可
能
な
限
り
支
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や
調
整
を

行
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て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

に
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に
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き
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て
い
る
。

今
年
の
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の
う
配
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の
実
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名
の
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に
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に
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。

岡本　貴之 議員

　ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
　鍵
の
管
理
場
所

　
　
　教
委
事
務
局
参
事
／
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い

　
町
内
に
は
、
つ
ば
き
の
丘

運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
里
庄
町
野
球
場
、
里
庄

町
武
道
館
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
る
。

　
中
で
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

運
動
公
園
管
理
棟
に
行
き
、

鍵
を
借
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

へ
向
か
う
。

　
中
学
生
な
ど
の
子
ど
も
た

ち
は
自
転
車
な
ど
を
使
い
鍵

を
借
り
に
行
く
必
要
が
あ
る
。

　
遠
く
不
便
だ
と
い
う
声
が

多
い
の
も
現
状
。

子
ど
も
た
ち
が
使

用
す
る
頻
度
の
高

い
土
日
な
ど
、
役
場
で
の
鍵

の
貸
し
借
り
は
で
き
な
い
の

か
。

テ
ニ
ス
場
な
ど
の

鍵
の
受
渡
し
は
、

平
成
21
年
度
に
供
用
開
始
を

し
た
つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園

の
管
理
事
務
所
で
、
管
理
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
利
用
者
に
よ
っ
て
は
不
便

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
も

い
る
と
思
う
が
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
全
体
に
係
る
管
理
運
営

面
、
各
施
設
の
近
隣
住
民
の

人
の
日
常
生
活
も
配
慮
し
て

い
く
と
い
う
必
要
も
あ
る
の

で
、
引
き
続
き
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

つ
ば
き
の
丘
運
動

公
園
に
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
は
造
れ
な
い
の
か
。

町
自
体
に
既
存
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

あ
る
。

　
公
園
内
に
そ
れ
だ
け
の
造

成
す
る
場
所
が
確
保
で
き
る

の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と

し
て
農
林
建
設
課
、
公
園
の

ア
ダ
プ
ト
事
業
と
し
て
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
も
い
ろ

い
ろ
な
管
理
を
お
願
い
し
て

い
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、

つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園
の
中

に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
を

す
る
と
い
う
考
え
は
現
状
と

し
て
な
い
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
施
設
の
空
き
状

況
や
予
約
、
利
用
料
金
の
支

払
い
ま
で
、
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
は
で
き
な
い
の
か
。

現
在
は
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ

て
い
る
人
も
非
常
に
増
え
て

い
る
と
思
う
。

　
民
間
の
予
約
シ
ス
テ
ム
も

視
野
に
入
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
、

運
用
が
で
き
る
よ
う
に
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

教
委
事
務
局

参

　
　事

教
委
事
務
局

参

　
　事

農
林
建
設

課

　
　長

　
令
和
６
年
度
か
ら
高
齢
者

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数

も
１
枚
追
加
さ
れ
た
。

　
病
院
や
買
物
に
行
く
際
に

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
使
用

す
る
と
、
月
に
１
回
程
度
し

か
利
用
で
き
な
い
。

　
金
銭
面
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
、
病
院
や
買
物
に
出
か

け
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数

を
、
も
う
少
し
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

今
後
も
利
用
者
の

状
況
や
地
域
公
共

交
通
会
議
に
お
け
る
関
係
者

の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
交

付
内
容
を
検
討
し
て
い
く
と

と
も
に
、
他
市
町
村
の
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
事
業
や
そ
の

他
の
公
共
交
通
機
関
の
運
行

状
況
な
ど
も
研
究
し
た
上
で
、

持
続
可
能
な
交
通
イ
ン
フ
ラ

に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

チケットを増やすことは
　　　　　できないのか
　　企画商工課長／総合的に検討したい

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

問

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

上
下
水
道

課

　
　長

総
務

課
長

問
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一
般
質
問

蓄
電
池
、
V
２
H
、

E
V
車
の
補
助
金

は
ど
う
か
。当

町
に
は
蓄
電
池

な
ど
の
補
助
金
は

な
い
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
策
定
を
今
年
度
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
い
っ

た
先
進
的
な
設
備
に
つ
い
て

は
検
討
す
る
。

一
般
質
問

予
防
接
種
、
検
診

を
積
極
的
に
受
け

る
こ
と
は
、
自
己
防
衛
の
た

め
に
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
補
助
金
を
出
す
と
い
う
こ

と
は
、
財
政
に
及
ぼ
す
影
響

が
非
常
に
大
き
い
。
い
っ
た

ん
始
め
る
と
や
め
る
こ
と
は

難
し
い
。

　
国
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
化
に
向
け
た
最
終

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
と
、
岡
山
県
町
村
会

か
ら
県
に
対
し
て
も
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
対
す
る
補
助
要

望
を
上
げ
て
い
る
。

　
今
後
の
国
の
議
論
の
結
果

や
市
町
村
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
対
応
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

広
報
紙
や
笠
岡
放
送
な
ど
で
、

注
意
喚
起
や
普
及
啓
発
を
行

っ
て
い
る
。

　
相
談
が
短
期
間
に
相
つ
ぐ

場
合
は
、
戸
別
受
信
機
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
注
意
喚

起
を
し
て
い
る
。

昨
年
９
月
の
質
問

以
来
今
回
２
回
目

に
な
る
が
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
の
補
助
金
に
つ
い
て
、

岡
山
県
内
で
は
昨
年
は
２
つ

の
自
治
体
が
出
し
て
い
た
が
、

今
年
は
９
つ
増
え
て
11
の
自

治
体
が
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。

　
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
50
歳
以

上
が
接
種
可
能
で
約
半
額
が

助
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
70
歳
ま
で
は
働
け
る
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い

て
、
い
わ
ゆ
る
働
き
盛
り
に

な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
人

た
ち
が
帯
状
疱
疹
に
か
か
っ

て
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
働
く
世
代
か
ら
高
齢
者
の

健
康
を
考
え
る
と
、
こ
の
予

防
接
種
へ
の
補
助
を
実
施
す

べ
き
だ
と
考
え
る
。
町
長
の

ワ
ク
チ
ン
助
成
に
対
す
る
考

え
を
伺
い
た
い
。

１
億
２
８
３
２
万

円
か
か
っ
た
。
こ

の
経
費
の
内
、
公
共
施
設
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

推
進
事
業
補
助
金
８
８
７
２

万
円
を
事
業
に
充
当
し
た
。

小
中
学
校
で
は
年

間
約
１
０
７
万
円
、

図
書
館
で
は
年
間
約
25
万
円

の
経
費
節
減
に
な
っ
て
い
る
。

給
食
後
の
昼
寝
時

間
を
確
保
し
、
授

業
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
学

力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る

学
校
が
あ
る
。　

　
里
庄
の
学
校
で
も
昼
寝
時

間
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

今
す
ぐ
導
入
す
る

考
え
は
な
い
。

　
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
の

思
い
も
違
う
の
で
、
研
究
し

た
い
。

今
、
闇
バ
イ
ト
に

よ
る
犯
罪
や
詐
欺

な
ど
、
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
、
犯
罪
に
対
す
る
防
犯

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
財
産
だ
け
で
な
く
、
命
ま

で
に
も
及
ぶ
犯
罪
へ
の
対
策

は
。

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど

の
更
新
や
増
設
の

検
討
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
が
令
和
４
年
度

ま
で
実
施
し
て
い
た
、
子
ど

も
見
守
り
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

支
援
事
業
の
再
開
を
県
に
要

望
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
の
基
準
は
。

町
の
要
綱
お
よ
び

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
主
要
道
路
沿

い
の
通
学
路
な
ど
対
象
に
検

討
し
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
た
管
理
運
営
を

行
う
。

詐
欺
へ
の
対
策
は
。

詐
欺
の
手
口
や
事

例
、
対
応
方
法
は
、

佐
藤

　耕
三
議
員

難波　啓祐 議員

　発
電
、蓄
電
な
ど
の
補
助
は

　
　
　
　
　
　
　町
民
課
長
／
先
進
的
な
設
備
は
検
討
す
る

防犯対策は
　　　企画商工課長／防犯カメラの増設を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討している

元気な子どもたち

ただ今、充電中

昼
寝
時
間
の
確
保
を

教
育
長
／
今
す
ぐ
導
入
す
る
考
え
は
な
い

問問問

問

里
庄
町
で
は
太
陽

光
発
電
の
補
助
金

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

平
成
21
年
７
月
か

ら
町
民
の
環
境
保

全
意
識
の
高
揚
と
地
球
温
暖

化
防
止
を
目
的
に
交
付
し
て

い
た
が
、
平
成
25
年
度
末
を

も
っ
て
終
了
し
た
。

補
助
金
が
あ
っ
た

頃
、
町
の
施
設
で

は
ど
こ
に
設
置
し
た
の
か
。

東
西
小
学
校
、
中

学
校
、
図
書
館
の

４
か
所
に
設
置
し
て
い
る
。

そ
の
時
か
か
っ
た

経
費
は
い
く
ら
か
。

　
ま
た
、
ど
の
く
ら
い
の
経

費
節
減
に
な
っ
た
の
か
。

問問問

問

帯状疱疹ワクチン接種への
　　　　　　　　　補助は
　　町長／国・市町村の動向を見ながら検討する

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

町
民

課
長

町
長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

教
育
長

町
道
７
１
６
号
線

開
通
に
伴
い
、
現

在
の
信
号
機
を
撤
去
後
、
新

し
い
交
差
点
に
信
号
機
を
設

置
す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

　
先
に
信
号
機
を
撤
去
し
た

場
合
の
支
障
は
わ
か
ら
な
い

が
、
町
の
考
え
は
。

車
両
も
自
転
車
、

歩
行
者
も
自
分
で

注
意
し
、
判
断
し
て
横
断
す

る
こ
と
に
な
る
。

自
転
車
の
歩
道
通

行
は
道
路
交
通
法

に
反
す
る
。
警
察
が
認
め
て

な
い
こ
と
を
警
察
に
お
願
い

す
る
こ
と
は
、
矛
盾
と
思
う

が
ど
う
な
の
か
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
安
全
走

行
に
つ
い
て
長
年
指
導
し
た

人
も
い
る
が
、
そ
の
こ
と
が

水
の
泡
に
な
る
が
、
そ
の
点

ど
う
考
え
る
の
か
。

標
識
が
あ
る
区
間

の
自
転
車
の
歩
道

走
行
は
可
能
。
ル
ー
ル
無
視

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

信
号
機
が
撤
去
さ

れ
た
後
も
、
撤
去

前
と
同
等
の
安
全
性
は
必
要

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

同
等
の
安
全
性
の

対
策
を
取
る
こ
と

は
当
然
と
思
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
も
、
路
面
へ
の
表
示

や
注
意
喚
起
の
看
板
な
ど
安

全
対
策
を
と
っ
て
い
く
。

安
全
対
策
を
考
え

て
も
危
険
な
場
合
、

再
度
警
察
へ
今
の
信
号
機
を

残
し
２
つ
の
信
号
機
設
置
を

要
望
す
る
つ
も
り
は
あ
る
の

か
。

２
か
所
の
設
置
に

対
し
て
の
要
望
は

考
え
て
い
な
い
。

同
等
の
安
全
性
が
必
要

農
林
建
設
課
長
／
看
板
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　安
全
対
策
を
と
る

問

問問

問
農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

に
は
、
録
音
機
能
が
あ
る
電

話
機
購
入
の
補
助
制
度
を
設

け
て
い
る
。

問

教
委
事
務
局

参

　
　事
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一
般
質
問

蓄
電
池
、
V
２
H
、

E
V
車
の
補
助
金

は
ど
う
か
。当

町
に
は
蓄
電
池

な
ど
の
補
助
金
は

な
い
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
策
定
を
今
年
度
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
い
っ

た
先
進
的
な
設
備
に
つ
い
て

は
検
討
す
る
。

一
般
質
問

予
防
接
種
、
検
診

を
積
極
的
に
受
け

る
こ
と
は
、
自
己
防
衛
の
た

め
に
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
補
助
金
を
出
す
と
い
う
こ

と
は
、
財
政
に
及
ぼ
す
影
響

が
非
常
に
大
き
い
。
い
っ
た

ん
始
め
る
と
や
め
る
こ
と
は

難
し
い
。

　
国
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
化
に
向
け
た
最
終

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
と
、
岡
山
県
町
村
会

か
ら
県
に
対
し
て
も
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
対
す
る
補
助
要

望
を
上
げ
て
い
る
。

　
今
後
の
国
の
議
論
の
結
果

や
市
町
村
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
対
応
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

広
報
紙
や
笠
岡
放
送
な
ど
で
、

注
意
喚
起
や
普
及
啓
発
を
行

っ
て
い
る
。

　
相
談
が
短
期
間
に
相
つ
ぐ

場
合
は
、
戸
別
受
信
機
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
注
意
喚

起
を
し
て
い
る
。

昨
年
９
月
の
質
問

以
来
今
回
２
回
目

に
な
る
が
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
の
補
助
金
に
つ
い
て
、

岡
山
県
内
で
は
昨
年
は
２
つ

の
自
治
体
が
出
し
て
い
た
が
、

今
年
は
９
つ
増
え
て
11
の
自

治
体
が
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。

　
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
50
歳
以

上
が
接
種
可
能
で
約
半
額
が

助
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
70
歳
ま
で
は
働
け
る
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い

て
、
い
わ
ゆ
る
働
き
盛
り
に

な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
人

た
ち
が
帯
状
疱
疹
に
か
か
っ

て
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
働
く
世
代
か
ら
高
齢
者
の

健
康
を
考
え
る
と
、
こ
の
予

防
接
種
へ
の
補
助
を
実
施
す

べ
き
だ
と
考
え
る
。
町
長
の

ワ
ク
チ
ン
助
成
に
対
す
る
考

え
を
伺
い
た
い
。

１
億
２
８
３
２
万

円
か
か
っ
た
。
こ

の
経
費
の
内
、
公
共
施
設
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

推
進
事
業
補
助
金
８
８
７
２

万
円
を
事
業
に
充
当
し
た
。

小
中
学
校
で
は
年

間
約
１
０
７
万
円
、

図
書
館
で
は
年
間
約
25
万
円

の
経
費
節
減
に
な
っ
て
い
る
。

給
食
後
の
昼
寝
時

間
を
確
保
し
、
授

業
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
学

力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る

学
校
が
あ
る
。　

　
里
庄
の
学
校
で
も
昼
寝
時

間
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

今
す
ぐ
導
入
す
る

考
え
は
な
い
。

　
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
の

思
い
も
違
う
の
で
、
研
究
し

た
い
。

今
、
闇
バ
イ
ト
に

よ
る
犯
罪
や
詐
欺

な
ど
、
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
、
犯
罪
に
対
す
る
防
犯

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
財
産
だ
け
で
な
く
、
命
ま

で
に
も
及
ぶ
犯
罪
へ
の
対
策

は
。

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど

の
更
新
や
増
設
の

検
討
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
が
令
和
４
年
度

ま
で
実
施
し
て
い
た
、
子
ど

も
見
守
り
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

支
援
事
業
の
再
開
を
県
に
要

望
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
の
基
準
は
。

町
の
要
綱
お
よ
び

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
主
要
道
路
沿

い
の
通
学
路
な
ど
対
象
に
検

討
し
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
た
管
理
運
営
を

行
う
。

詐
欺
へ
の
対
策
は
。

詐
欺
の
手
口
や
事

例
、
対
応
方
法
は
、

佐
藤

　耕
三
議
員

難波　啓祐 議員

　発
電
、蓄
電
な
ど
の
補
助
は

　
　
　
　
　
　
　町
民
課
長
／
先
進
的
な
設
備
は
検
討
す
る

防犯対策は
　　　企画商工課長／防犯カメラの増設を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討している

元気な子どもたち

ただ今、充電中

昼
寝
時
間
の
確
保
を

教
育
長
／
今
す
ぐ
導
入
す
る
考
え
は
な
い

問問問

問

里
庄
町
で
は
太
陽

光
発
電
の
補
助
金

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

平
成
21
年
７
月
か

ら
町
民
の
環
境
保

全
意
識
の
高
揚
と
地
球
温
暖

化
防
止
を
目
的
に
交
付
し
て

い
た
が
、
平
成
25
年
度
末
を

も
っ
て
終
了
し
た
。

補
助
金
が
あ
っ
た

頃
、
町
の
施
設
で

は
ど
こ
に
設
置
し
た
の
か
。

東
西
小
学
校
、
中

学
校
、
図
書
館
の

４
か
所
に
設
置
し
て
い
る
。

そ
の
時
か
か
っ
た

経
費
は
い
く
ら
か
。

　
ま
た
、
ど
の
く
ら
い
の
経

費
節
減
に
な
っ
た
の
か
。

問問問

問

帯状疱疹ワクチン接種への
　　　　　　　　　補助は
　　町長／国・市町村の動向を見ながら検討する

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

町
民

課
長

町
長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

教
育
長

町
道
７
１
６
号
線

開
通
に
伴
い
、
現

在
の
信
号
機
を
撤
去
後
、
新

し
い
交
差
点
に
信
号
機
を
設

置
す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

　
先
に
信
号
機
を
撤
去
し
た

場
合
の
支
障
は
わ
か
ら
な
い

が
、
町
の
考
え
は
。

車
両
も
自
転
車
、

歩
行
者
も
自
分
で

注
意
し
、
判
断
し
て
横
断
す

る
こ
と
に
な
る
。

自
転
車
の
歩
道
通

行
は
道
路
交
通
法

に
反
す
る
。
警
察
が
認
め
て

な
い
こ
と
を
警
察
に
お
願
い

す
る
こ
と
は
、
矛
盾
と
思
う

が
ど
う
な
の
か
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
安
全
走

行
に
つ
い
て
長
年
指
導
し
た

人
も
い
る
が
、
そ
の
こ
と
が

水
の
泡
に
な
る
が
、
そ
の
点

ど
う
考
え
る
の
か
。

標
識
が
あ
る
区
間

の
自
転
車
の
歩
道

走
行
は
可
能
。
ル
ー
ル
無
視

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

信
号
機
が
撤
去
さ

れ
た
後
も
、
撤
去

前
と
同
等
の
安
全
性
は
必
要

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

同
等
の
安
全
性
の

対
策
を
取
る
こ
と

は
当
然
と
思
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
も
、
路
面
へ
の
表
示

や
注
意
喚
起
の
看
板
な
ど
安

全
対
策
を
と
っ
て
い
く
。

安
全
対
策
を
考
え

て
も
危
険
な
場
合
、

再
度
警
察
へ
今
の
信
号
機
を

残
し
２
つ
の
信
号
機
設
置
を

要
望
す
る
つ
も
り
は
あ
る
の

か
。

２
か
所
の
設
置
に

対
し
て
の
要
望
は

考
え
て
い
な
い
。

同
等
の
安
全
性
が
必
要

農
林
建
設
課
長
／
看
板
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　安
全
対
策
を
と
る

問

問問

問
農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

に
は
、
録
音
機
能
が
あ
る
電

話
機
購
入
の
補
助
制
度
を
設

け
て
い
る
。

問

教
委
事
務
局

参

　
　事



か
な
い
な
ど
、
危
険
な
状
態

だ
。

　
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

水
路
の
修
繕
に
よ

る
幅
員
確
保
、
傾

斜
対
策
な
ど
を
行
い
た
い
。

い
ろ
い
ろ
考
え
て
、

や
っ
ぱ
り
危
な
い
、

だ
か
ら
今
の
と
こ
ろ
を
通
る
、

信
号
機
は
残
し
て
く
れ
と
い

う
の
が
１
８
０
０
人
の
心
の

叫
び
だ
。

　
近
過
ぎ
て
見
誤
る
と
か
、

流
れ
が
悪
く
な
る
の
で
駄
目

だ
と
い
う
論
法
は
お
か
し
い
。

連
動
な
ど
を
上
手
に
す
れ
ば
、

そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
考
え
直
し
て
、
改
め
て
県

に
要
望
し
て
は
。

警
察
が
危
険
性
が

あ
る
と
い
う
の
に
、

そ
う
で
は
な
い
と
言
え
る
だ

け
の
理
由
が
な
い
。

　
利
用
す
る
人
は
、
自
分
の

安
全
の
た
め
に
も
新
設
の
交

差
点
を
通
る
よ
う
に
、
既
存

の
交
差
点
を
通
る
人
も
十
分

安
全
の
確
認
を
し
て
欲
し
い
。

　
改
め
て
要
望
す
る
こ
と
は

考
え
て
な
い
。

に
行
っ
て
２
２
８
号
を
通
り

南
門
に
入
る
案
し
か
な
い
。

　
次
に
、
自
転
車
通
学
の
ル

ー
ト
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
こ

こ
を
利
用
す
る
中
学
生
（
９

月
議
会
で
の
回
答
は
39
人
）

及
び
高
校
生
は
何
人
か
。

11
月
25
日
朝
７
時

〜
８
時
半
の
確
認

で
は
、
32
人
と
30
人
だ
。

１
日
に
こ
こ
を
自

転
車
で
通
行
し
て

い
る
２
０
０
人
の
う
ち
、
往

復
で
１
４
０
人
ほ
ど
が
自
転

車
通
学
生
だ
と
分
か
っ
た
。

　
町
が
示
し
て
い
る
３
ル
ー

ト
案
の
う
ち
の
２
つ
は
、
法

律
違
反
だ
っ
た
り
、
非
常
に

危
険
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
、

協
議
し
て
い
る
。

ど
う
考
え
て
も
第

３
案
の
南
ル
ー
ト

で
、
し
か
も
２
２
９
号
線
か

ら
２
２
８
号
線
へ
入
る
道
し

か
な
く
、
小
学
生
の
通
学
路

と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
２
２
８
号
線
も
、
一
番
奥

は
天
板
で
は
幅
1
m
20
㎝
し

里
見
内
の
有
志
10

人
前
後
が
「
７
１

６
号
線
開
通
に
伴
う
地
域
の

交
通
の
安
全
を
守
る
会
」
を

つ
く
り
、
新
交
差
点
へ
の
信

号
機
の
新
設
と
併
せ
て
、
約

70
m
北
側
の
交
差
点
に
今
あ

る
信
号
機
な
ど
も
残
し
て
ほ

し
い
と
、
署
名
活
動
を
行
い
、

11
月
末
に
、
岡
山
県
議
会
を

始
め
、
知
事
、
公
安
委
員
会

の
各
委
員
、
警
察
本
部
長
に

請
願
書
を
出
し
て
い
る
が
、

町
長
は
、
ど
う
考
え
る
か
。

７
月
の
説
明
会
で
、

県
警
か
ら
ど
ち
ら

か
一
方
に
し
か
つ
け
な
い
と

説
明
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
町
は
、
地
域
住
民
、

議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
書
を

取
り
そ
ろ
え
、
新
信
号
機
の

設
置
と
既
存
信
号
機
な
ど
の

撤
去
の
要
望
を
出
し
た
。

　
こ
の
請
願
書
に
よ
り
ど
の

よ
う
な
結
果
に
な
る
か
、
私

は
判
断
が
つ
か
な
い
。

　
静
観
す
る
し
か
な
い
。

８
月
10
日
か
ら
署

名
を
開
始
。

　
請
願
者
14
人
、
署
名
者
１

い
と
感
じ
て
い
る
人
が
非
常

に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
特
に
、
自
転
車
通
学
の
中

学
生
・
高
校
生
や
親
御
さ
ん
、

車
に
乗
ら
な
い
お
年
寄
り
。

　
町
長
、
も
う
一
度
意
見
を
。

先
ほ
ど
と
同
じ
だ
。

手
の
際
の
小
学
生

の
通
学
路
に
つ
い

て
、
左
側
を
北
に
進
む
案
と

ト
ク
１
号
線
で
左
に
曲
が
っ

て
左
側
を
そ
の
ま
ま
進
み
、

南
門
か
ら
入
る
案
は
、
道
路

交
通
法
違
反
で
は
な
い
か
。

右
端
を
通
行
す
る

こ
と
が
危
険
な
と

き
な
ど
は
、
左
端
通
行
も
違

反
に
は
な
ら
な
い
。

　
今
県
に
、
県
道
西
側
の
側

溝
の
蓋
が
け
な
ど
を
要
望
中
。

そ
れ
で
白
線
を
含

め
て
も
、
１
m
７

㎝
に
し
か
な
ら
ず
危
険
で
は
。

P
T
A
な
ど
と
協

議
を
続
け
た
い
。

違
法
性
、
安
全
性

を
考
え
た
ら
、
西

居
場
所
づ
く
り
と

し
て
、
サ
ロ
ン
を

常
時
開
設
し
て
、
世
代
間
交

流
が
で
き
る
施
設
を
行
政
が

サ
ポ
ー
ト
し
設
置
し
た
ら
ど

う
か
。

空
き
家
・
空
き
店

舗
の
借
り
上
げ
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
運
営

な
ど
は
、
今
後
研
究
を
し
て

い
く
。

孤
立
死
、
孤
独
死

を
防
ぐ
た
め
に
町

と
し
て
取
り
組
み
は
。

包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
独
居
高

齢
者
へ
の
訪
問
、
見
守
り
を

兼
ね
た
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
高
齢
者
等
緊
急
通

報
装
置
給
付
事
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
つ
ば
き
会
に
よ
る
高

齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が

高
齢
者
へ
の
見
守
り
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

町
内
で
も
残
念
な

が
ら
孤
立
死
が
こ

れ
ま
で
に
数
件
発
生
し
て
い

る
。
こ
の
数
年
内
の
、
町
内

で
の
孤
独
死
、
孤
立
死
の
把

握
を
し
て
い
る
の
か
。

孤
独
死
、
孤
立
死

の
状
況
は
、
正
確

に
は
把
握
し
て
い
な
い
。

介
護
職
の
人
材
確

保
の
た
め
に
、
国

が
進
め
る
職
員
の
処
遇
改
善

や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の
確

立
な
ど
根
幹
と
な
る
取
組
と

並
行
し
、
関
係
す
る
機
関
や

事
業
所
、
団
体
が
連
携
・
協

働
し
な
が
ら
地
域
の
実
情
に

即
し
た
総
合
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
サ
ロ
ン

や
百
歳
体
操
の
参

加
率
は
。

サ
ロ
ン
は
37
分
館

中
36
分
館
で
設
立

し
て
い
る
が
、
活
動
は
現
在

33
分
館
が
実
施
し
て
い
る
。

７
８
２
人
、
計
１
７
９
６
人
。

ほ
ぼ
１
８
０
０
人
が
い
ろ
い

ろ
考
え
て
、
や
っ
ぱ
り
２
つ

ど
う
し
て
も
欲
し
い
、
こ
れ

は
県
に
直
接
請
願
を
出
す
し

か
方
法
が
残
っ
て
い
な
い
と

署
名
し
て
い
る
。

　
対
象
は
、
殿
迫
、
松
尾
以

北
の
里
見
地
区
を
中
心
に
し

て
い
る
。

　
世
帯
数
１
１
０
０
の
５
割

増
し
以
上
で
、
こ
れ
に
は
、

地
域
の
実
に
多
く
の
人
の
切

実
な
思
い
、
強
い
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　
県
警
察
、
県
議
会
な
ど
に

住
民
の
声
を
届
け
る
、
そ
の

代
表
は
町
長
だ
。

　
も
う
一
度
答
弁
を
。

請
願
書
は
県
が
取

り
扱
う
の
だ
か
ら
、

町
は
見
守
る
し
か
な
い
。

７
月
の
説
明
会
で

は
、
県
の
１
つ
だ

け
と
い
う
理
由
の
説
明
は
き

ち
っ
と
聞
け
な
い
ま
ま
で
次

に
進
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ

の
中
で
意
見
が
二
分
し
た
。

　
こ
の
運
動
の
中
で
、
今
あ

る
信
号
機
を
取
っ
た
ら
危
な

介
護
予
防
事
業
や

在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
、
認
知
症
総

合
支
援
事
業
な
ど
の
地
域
支

援
事
業
と
、
介
護
保
険
の
要

支
援
認
定
の
人
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
民
生
委
員
と
の
連
携
や
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
へ
の
対
応
、

分
館
で
行
っ
て
い
る
い
き
い

き
体
操
な
ど
、
通
い
の
場
へ

行
く
た
め
の
通
所
付
添
い
サ

ポ
ー
ト
事
業
な
ど
が
あ
る
。

全
国
的
に
介
護
離

職
者
ゼ
ロ
の
実
現

に
向
け
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

整
備
や
介
護
人
材
の
確
保
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

の
最
適
化
な
ど
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　
今
後
、
町
の
取
り
組
み
は
。

高
齢
者
福
祉
に
つ

い
て
現
在
は
、
医

療
技
術
の
進
歩
や
社
会
福
祉

の
発
展
に
よ
り
、
高
齢
化
は

今
後
ま
す
ま
す
進
行
し
て
い

く
。

　
里
庄
町
高
齢
者
福
祉
計
画
、

里
庄
町
介
護
保
険
事
業
計
画

が
本
年
度
３
月
末
に
策
定
さ

れ
た
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
、
尊
厳
あ
る

暮
ら
し
の
支
援
と
、
地
域
が

支
え
合
い
、
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
場
所
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
地
域
社
会
の
構
築

を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
。

里庄町議会だより　No.119̶ 15 ̶ ̶ 14 ̶里庄町議会だより　No.119

一
般
質
問

一
般
質
問

仁
科

　英
麿 

議
員

岡村咲津紀 議員

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

　
　
　
　
　健
康
福
祉
課
長
／
介
護
予
防
や
地
域
支
援
事
業
な
ど

問

問

問

問

問

問

信号機存続の請願に
　　　　1800人が署名
　町長／静観するしかない

みんないきいき（浜中団地東分館）

問問

問

問

問

問

問

問問

健
康
福
祉

課

　
　長

健
康
福
祉

課

　
　長

健
康
福
祉

課

　
　長

健
康
福
祉

課

　
　長

健
康
福
祉

課

　
　長

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長

町
長

町
長

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長



か
な
い
な
ど
、
危
険
な
状
態

だ
。

　
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

水
路
の
修
繕
に
よ

る
幅
員
確
保
、
傾

斜
対
策
な
ど
を
行
い
た
い
。

い
ろ
い
ろ
考
え
て
、

や
っ
ぱ
り
危
な
い
、

だ
か
ら
今
の
と
こ
ろ
を
通
る
、

信
号
機
は
残
し
て
く
れ
と
い

う
の
が
１
８
０
０
人
の
心
の

叫
び
だ
。

　
近
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見
誤
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か
、
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に
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２
２
８
号
を
通
り
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ル

ー
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こ
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９

月
議
会
で
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回
答
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39
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。
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朝
７
時

〜
８
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半
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転
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０
０
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往

復
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１
４
０
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ほ
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が
自
転
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っ
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。
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ー
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３
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の
南
ル
ー
ト

で
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２
２
９
号
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か

ら
２
２
８
号
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道
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。
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２
８
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1
m
20
㎝
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10
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７
１

６
号
線
開
通
に
伴
う
地
域
の

交
通
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る
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」
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つ
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約

70
m
北
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交
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点
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あ
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し
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、
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活
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岡
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を
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部
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請
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書
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い
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、

町
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は
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ど
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考
え
る
か
。
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の
説
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会
で
、
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ど
ち
ら

か
一
方
に
し
か
つ
け
な
い
と

説
明
が
あ
っ
た
。
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こ
で
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地
域
住
民
、

議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
書
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取
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そ
ろ
え
、
新
信
号
機
の

設
置
と
既
存
信
号
機
な
ど
の

撤
去
の
要
望
を
出
し
た
。
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請
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よ
り
ど
の

よ
う
な
結
果
に
な
る
か
、
私

は
判
断
が
つ
か
な
い
。

　
静
観
す
る
し
か
な
い
。

８
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10
日
か
ら
署

名
を
開
始
。

　
請
願
者
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人
、
署
名
者
１

い
と
感
じ
て
い
る
人
が
非
常

に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
特
に
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転
車
通
学
の
中

学
生
・
高
校
生
や
親
御
さ
ん
、

車
に
乗
ら
な
い
お
年
寄
り
。

　
町
長
、
も
う
一
度
意
見
を
。

先
ほ
ど
と
同
じ
だ
。

手
の
際
の
小
学
生

の
通
学
路
に
つ
い

て
、
左
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を
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に
進
む
案
と

ト
ク
１
号
線
で
左
に
曲
が
っ

て
左
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を
そ
の
ま
ま
進
み
、

南
門
か
ら
入
る
案
は
、
道
路

交
通
法
違
反
で
は
な
い
か
。

右
端
を
通
行
す
る

こ
と
が
危
険
な
と

き
な
ど
は
、
左
端
通
行
も
違

反
に
は
な
ら
な
い
。

　
今
県
に
、
県
道
西
側
の
側

溝
の
蓋
が
け
な
ど
を
要
望
中
。

そ
れ
で
白
線
を
含

め
て
も
、
１
m
７

㎝
に
し
か
な
ら
ず
危
険
で
は
。

P
T
A
な
ど
と
協

議
を
続
け
た
い
。

違
法
性
、
安
全
性

を
考
え
た
ら
、
西

居
場
所
づ
く
り
と

し
て
、
サ
ロ
ン
を

常
時
開
設
し
て
、
世
代
間
交

流
が
で
き
る
施
設
を
行
政
が

サ
ポ
ー
ト
し
設
置
し
た
ら
ど

う
か
。

空
き
家
・
空
き
店

舗
の
借
り
上
げ
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
運
営

な
ど
は
、
今
後
研
究
を
し
て

い
く
。

孤
立
死
、
孤
独
死

を
防
ぐ
た
め
に
町

と
し
て
取
り
組
み
は
。

包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
独
居
高

齢
者
へ
の
訪
問
、
見
守
り
を

兼
ね
た
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
高
齢
者
等
緊
急
通

報
装
置
給
付
事
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
つ
ば
き
会
に
よ
る
高

齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が

高
齢
者
へ
の
見
守
り
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
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内
で
も
残
念
な

が
ら
孤
立
死
が
こ

れ
ま
で
に
数
件
発
生
し
て
い

る
。
こ
の
数
年
内
の
、
町
内

で
の
孤
独
死
、
孤
立
死
の
把

握
を
し
て
い
る
の
か
。

孤
独
死
、
孤
立
死

の
状
況
は
、
正
確

に
は
把
握
し
て
い
な
い
。

介
護
職
の
人
材
確

保
の
た
め
に
、
国

が
進
め
る
職
員
の
処
遇
改
善
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キ
ャ
リ
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パ
ス
制
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の
確

立
な
ど
根
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な
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し
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事
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所
、
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連
携
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協
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が
ら
地
域
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情
に

即
し
た
総
合
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
サ
ロ
ン

や
百
歳
体
操
の
参

加
率
は
。

サ
ロ
ン
は
37
分
館

中
36
分
館
で
設
立

し
て
い
る
が
、
活
動
は
現
在

33
分
館
が
実
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し
て
い
る
。

７
８
２
人
、
計
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９
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８
０
０
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２
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し

か
方
法
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っ
て
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い
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署
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し
て
い
る
。
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。
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０
０
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片
側
２
、
３
車
線

化
の
た
め
に
地
元

住
民
が
で
き
る
こ
と
は
。

供
用
後
の
交
通
状

況
や
地
元
住
民
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、
関
係
市

町
と
連
携
、
国
道
２
号
玉
島

笠
岡
間
整
備
促
進
協
議
会
を

通
じ
て
国
に
要
望
を
行
っ
て

い
く
。

学
校
で
４
件
、
中
学
校
で
４

件
、
内
容
は
悪
口
や
嫌
が
ら

せ
。
対
処
と
し
て
は
、
状
況

を
よ
く
聞
き
取
る
。
毅
然
と

し
た
態
度
で
指
導
す
る
。
対

応
は
管
理
職
と
複
数
の
教
職

員
で
す
る
。
い
じ
め
を
認
知

す
れ
ば
教
育
委
員
会
へ
報
告

し
て
も
ら
い
、
発
生
後
３
か

月
間
は
、
注
意
深
く
見
守
る
。

旭
川
女
子
中
学
生

い
じ
め
凍
死
事
件

と
い
う
非
常
に
シ
ビ
ア
な
問

題
が
あ
っ
た
。
女
の
子
の
名

前
は
廣
瀬
爽
彩
（
さ
あ
や
）

さ
ん
。
こ
れ
は
母
親
が
あ
え

て
こ
の
名
前
を
全
国
の
人
々

に
知
っ
て
も
ら
い
、
娘
が
生

き
て
い
た
証
し
と
し
た
い
と

い
う
、
聞
く
の
も
痛
ま
し
い

事
件
。
教
育
関
係
者
が
ま
と

も
に
対
処
し
な
か
っ
た
た
め

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

　
シ
ビ
ア
な
問
題
が
起
こ
っ

た
と
き
、
教
育
関
係
者
の
立

場
を
考
え
ず
対
処
す
る
か
。

で
き
る
だ
け
情
報

を
集
め
、
そ
の
下

で
の
最
初
の
対
応
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

里
庄
町
介
護
保
険

料
の
年
間
支
払
金

額
、
最
高
額
、
最
低
額
、
平

均
額
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。

令
和
６
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
料
は
、
所
得
段

階
に
よ
り
13
段
階
に
分
け
て

設
定
し
て
い
る
。

　
最
も
高
い
13
段
階
で
は
年

額
17
万
８
５
６
０
円
、
最
も

低
い
第
１
段
階
で
は
年
額
３

万
３
８
５
２
円
、
平
均
値
と

言
う
べ
き
標
準
額
と
し
て
は

第
５
段
階
で
年
額
７
万
４
４

０
０
円
。

本
来
保
険
と
い
う

も
の
は
、
若
い
と

き
し
っ
か
り
働
い
て
負
担
し

て
、
あ
る
程
度
の
年
令
に
な

り
収
入
が
少
な
く
な
っ
た
と

き
に
は
本
来
負
担
し
な
く
て

も
い
い
と
い
う
の
が
理
想
と

思
う
。
そ
れ
が
日
本
で
は
い

く
ら
年
を
取
っ
て
も
負
担
し

な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が

収
入
の
少
な
い
人
に
は
負
担

に
な
っ
て
い
る
。

　
議
員
報
酬
を
50
％
カ
ッ
ト

し
て
、
そ
れ
を
財
源
に
少
し

で
も
保
険
料
を
安
く
し
た
ら
、

町
民
の
議
会
を
見
る
目
も
変

わ
る
の
で
は
と
思
う
。
高
齢

者
で
70
歳
以
上
の
場
合
、
無

料
は
無
理
で
も
何
か
を
削
っ

て
せ
め
て
半
額
に
で
き
な
い

か
。

所
得
状
況
に
応
じ

て
保
険
料
を
お
願

い
し
て
い
る
。
そ
の
段
階
の

内
第
３
段
階
ま
で
に
つ
い
て

は
、
低
所
得
者
保
険
料
軽
減

制
度
に
の
っ
と
り
、
国
、
県
、

町
の
公
費
を
投
入
、
保
険
料

を
低
く
設
定
し
て
お
り
、
こ

れ
以
上
の
軽
減
に
つ
い
て
は

困
難
と
考
え
る
。

狭
い
道
路
の
拡
幅

は
、
今
現
在
行
っ

て
い
る
の
か
。

地
元
か
ら
の
要
望
、

協
力
体
制
、
費
用

対
効
果
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
、
考
慮
し
て
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。道

路
の
破
損
や
ひ

び
割
れ
の
舗
装
点

検
は
、
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

職
員
が
見
回
っ
て

い
る
。
地
域
の
人

か
ら
の
情
報
提
供
が
あ
る
の

で
、
現
場
を
確
認
し
、
早
急

に
対
応
を
し
て
い
る
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道

路
の
使
用
目
標
年

数
に
対
し
て
、
供
用
年
数
を

超
え
て
い
る
箇
所
は
あ
る
と

思
う
が
、
状
況
は
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

舗
装
の
耐
用
年
数

は
約
10
年
。
経
過
年
数
よ
り

も
、
交
通
量
や
大
型
の
通
行

台
数
、
路
盤
や
路
床
の
状
況

に
よ
っ
て
損
傷
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。破

損
、
ひ
び
割
れ

な
ど
の
部
分
的
で

は
な
く
地
区
ご
と
に
補
修
す

る
計
画
は
。

　
古
い
水
道
管
を
補
修
す
る

場
合
、
道
全
体
を
補
修
す
る

の
か
。

補
修
は
、
悪
い
箇

所
、
危
険
度
、
費

用
対
効
果
な
ど
優
先
順
位
を

つ
け
て
、
計
画
的
に
実
施
し

た
い
。

道
路
幅
の
狭
い
箇

所
に
つ
い
て
は
、

全
面
舗
装
復
旧
を
し
て
い
る
。

分
館
要
望
が
出
た

場
合
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
増
や
す
考
え
は
。

主
要
道
路
沿
い
の

通
学
路
な
ど
を
対

象
に
設
置
場
所
や
カ
メ
ラ
機

種
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

　
分
館
長
の
要
望
な
ど
に
つ

い
て
は
検
討
す
る
。

分
館
単
位
と
な
れ

ば
、
補
助
金
な
ど

の
考
え
は
。財

政
的
に
及
ぼ
す

影
響
が
大
き
い
の

で
少
し
様
子
を
見
た
い
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
地
域
の

安
全
の
向
上
の
た
め
に
大
き

く
寄
与
す
る
の
で
、
積
極
的

に
設
置
は
し
た
い
。
一
方
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係
も
あ

り
、
勘
案
し
な
が
ら
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

被
害
の
特
徴
は
。

自
転
車
は
８
割
が

無
施
錠
、
車
上
狙

い
も
６
割
が
無
施
錠
で
被
害

に
あ
っ
て
い
る
。

空
き
巣
な
ど
、
個

人
の
財
産
を
自
分

で
守
る
た
め
に
は
、
警
察
や

行
政
は
町
民
に
ど
う
い
う
注

意
喚
起
を
し
て
い
る
の
か
。

個
人
で
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
や
防

犯
カ
メ
ラ
、
留
守
を
分
か
り

に
く
く
す
る
こ
と
な
ど
。

　
町
全
体
で
防
犯
対
策
を
継

続
し
て
い
き
、
広
報
誌
や
ニ

ュ
ー
ス
、
早
期
に
周
知
す
る

場
合
は
戸
別
受
信
機
な
ど
を

活
用
し
て
い
る
。
町
内
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
里
庄
は
、
立
地
条
件
も
良

く
地
元
以
外
の
人
が
い
る
こ

と
や
不
審
者
が
い
て
も
気
づ

き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も
増

え
、
個
人
対
応
や
防
犯
意
識

を
高
め
る
に
も
限
界
が
あ
る
。

令
和
６
年
度
の
盗

難
被
害
は
近
隣
で

は
ど
う
な
の
か
。

　
件
数
、
内
容
は
。

里
庄
町
26
件
、
浅

口
市
99
件
、
笠
岡

市
91
件
、
井
原
市
50
件
、
矢

掛
町
14
件
。

　
自
転
車
の
窃
盗
９
件
、
万

引
き
７
件
、
車
上
狙
い
５
件

な
ど
、
空
き
巣
被
害
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。

　
令
和
５
年
度
は
10
件
で
あ

り
、
岡
山
県
内
自
治
体
で
増

加
傾
向
に
あ
る
。
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　防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

　
　
　
　
　企
画
商
工
課
長
／
検
討
す
る

問

問

問問

問

問

問

問問

破損・ひび割れ補修計画は
　　農林建設課長／優先順位をつけ
　　　　　　　　　　　　　　計画的に

里
庄
町
の
小
・
中

学
校
で
現
在
対
処

し
て
い
る
い
じ
め
の
問
題
は

あ
る
の
か
。現

在
小
学
校
で
２

件
、
中
学
校
で
１

件
対
応
を
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
も
の

で
、
ど
の
よ
う
な

対
処
を
し
て
い
る
の
か
。

今
年
度
い
じ
め
の

認
知
件
数
は
、
小

田
辺

　博
樹 

議
員

介護保険料の軽減は
　　健康福祉課長／これ以上の軽減は困難

い
じ
め
対
策
は

教
育
長
／
最
初
の
対
応
が
重
要

来し方行く末・・・じっと手を見る

補修を待つ町道

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

上
下
水
道

課

　
　長

問問
健
康
福
祉

課

　
　長

健
康
福
祉

課

　
　長

問問

問

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

た
だ
今
工
事
中
の

国
道
２
号
線
バ
イ

パ
ス
は
、
立
体
交
差
だ
が
片

側
１
車
線
。
21
世
紀
も
４
分

の
１
経
過
し
た
現
在
、
こ
の

設
計
思
想
は
い
か
が
か
。

事
前
の
打
診
は

農
林
建
設
課
長
／
国
か
ら
説
明
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　受
け
て
い
る

問

教
育
長

　
事
前
の
打
診
は
あ
っ
た
か
。

国
の
ほ
う
か
ら
町
、

関
係
す
る
地
元
分

館
に
事
業
計
画
や
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て

い
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

問町
長

こ



片
側
２
、
３
車
線

化
の
た
め
に
地
元

住
民
が
で
き
る
こ
と
は
。

供
用
後
の
交
通
状

況
や
地
元
住
民
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、
関
係
市

町
と
連
携
、
国
道
２
号
玉
島

笠
岡
間
整
備
促
進
協
議
会
を

通
じ
て
国
に
要
望
を
行
っ
て

い
く
。

学
校
で
４
件
、
中
学
校
で
４

件
、
内
容
は
悪
口
や
嫌
が
ら

せ
。
対
処
と
し
て
は
、
状
況

を
よ
く
聞
き
取
る
。
毅
然
と

し
た
態
度
で
指
導
す
る
。
対

応
は
管
理
職
と
複
数
の
教
職

員
で
す
る
。
い
じ
め
を
認
知

す
れ
ば
教
育
委
員
会
へ
報
告

し
て
も
ら
い
、
発
生
後
３
か

月
間
は
、
注
意
深
く
見
守
る
。

旭
川
女
子
中
学
生

い
じ
め
凍
死
事
件

と
い
う
非
常
に
シ
ビ
ア
な
問

題
が
あ
っ
た
。
女
の
子
の
名

前
は
廣
瀬
爽
彩
（
さ
あ
や
）

さ
ん
。
こ
れ
は
母
親
が
あ
え

て
こ
の
名
前
を
全
国
の
人
々

に
知
っ
て
も
ら
い
、
娘
が
生

き
て
い
た
証
し
と
し
た
い
と

い
う
、
聞
く
の
も
痛
ま
し
い

事
件
。
教
育
関
係
者
が
ま
と

も
に
対
処
し
な
か
っ
た
た
め

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

　
シ
ビ
ア
な
問
題
が
起
こ
っ

た
と
き
、
教
育
関
係
者
の
立

場
を
考
え
ず
対
処
す
る
か
。

で
き
る
だ
け
情
報

を
集
め
、
そ
の
下

で
の
最
初
の
対
応
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

里
庄
町
介
護
保
険

料
の
年
間
支
払
金

額
、
最
高
額
、
最
低
額
、
平

均
額
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。

令
和
６
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
料
は
、
所
得
段

階
に
よ
り
13
段
階
に
分
け
て

設
定
し
て
い
る
。

　
最
も
高
い
13
段
階
で
は
年

額
17
万
８
５
６
０
円
、
最
も

低
い
第
１
段
階
で
は
年
額
３

万
３
８
５
２
円
、
平
均
値
と

言
う
べ
き
標
準
額
と
し
て
は

第
５
段
階
で
年
額
７
万
４
４

０
０
円
。

本
来
保
険
と
い
う

も
の
は
、
若
い
と

き
し
っ
か
り
働
い
て
負
担
し

て
、
あ
る
程
度
の
年
令
に
な

り
収
入
が
少
な
く
な
っ
た
と

き
に
は
本
来
負
担
し
な
く
て

も
い
い
と
い
う
の
が
理
想
と

思
う
。
そ
れ
が
日
本
で
は
い

く
ら
年
を
取
っ
て
も
負
担
し

な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が

収
入
の
少
な
い
人
に
は
負
担

に
な
っ
て
い
る
。

　
議
員
報
酬
を
50
％
カ
ッ
ト

し
て
、
そ
れ
を
財
源
に
少
し

で
も
保
険
料
を
安
く
し
た
ら
、

町
民
の
議
会
を
見
る
目
も
変

わ
る
の
で
は
と
思
う
。
高
齢

者
で
70
歳
以
上
の
場
合
、
無

料
は
無
理
で
も
何
か
を
削
っ

て
せ
め
て
半
額
に
で
き
な
い

か
。

所
得
状
況
に
応
じ

て
保
険
料
を
お
願

い
し
て
い
る
。
そ
の
段
階
の

内
第
３
段
階
ま
で
に
つ
い
て

は
、
低
所
得
者
保
険
料
軽
減

制
度
に
の
っ
と
り
、
国
、
県
、

町
の
公
費
を
投
入
、
保
険
料

を
低
く
設
定
し
て
お
り
、
こ

れ
以
上
の
軽
減
に
つ
い
て
は

困
難
と
考
え
る
。

狭
い
道
路
の
拡
幅

は
、
今
現
在
行
っ

て
い
る
の
か
。

地
元
か
ら
の
要
望
、

協
力
体
制
、
費
用

対
効
果
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
、
考
慮
し
て
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。道

路
の
破
損
や
ひ

び
割
れ
の
舗
装
点

検
は
、
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

職
員
が
見
回
っ
て

い
る
。
地
域
の
人

か
ら
の
情
報
提
供
が
あ
る
の

で
、
現
場
を
確
認
し
、
早
急

に
対
応
を
し
て
い
る
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道

路
の
使
用
目
標
年

数
に
対
し
て
、
供
用
年
数
を

超
え
て
い
る
箇
所
は
あ
る
と

思
う
が
、
状
況
は
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

舗
装
の
耐
用
年
数

は
約
10
年
。
経
過
年
数
よ
り

も
、
交
通
量
や
大
型
の
通
行

台
数
、
路
盤
や
路
床
の
状
況

に
よ
っ
て
損
傷
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。破

損
、
ひ
び
割
れ

な
ど
の
部
分
的
で

は
な
く
地
区
ご
と
に
補
修
す

る
計
画
は
。

　
古
い
水
道
管
を
補
修
す
る

場
合
、
道
全
体
を
補
修
す
る

の
か
。

補
修
は
、
悪
い
箇

所
、
危
険
度
、
費

用
対
効
果
な
ど
優
先
順
位
を

つ
け
て
、
計
画
的
に
実
施
し

た
い
。

道
路
幅
の
狭
い
箇

所
に
つ
い
て
は
、

全
面
舗
装
復
旧
を
し
て
い
る
。

分
館
要
望
が
出
た

場
合
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
増
や
す
考
え
は
。

主
要
道
路
沿
い
の

通
学
路
な
ど
を
対

象
に
設
置
場
所
や
カ
メ
ラ
機

種
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

　
分
館
長
の
要
望
な
ど
に
つ

い
て
は
検
討
す
る
。

分
館
単
位
と
な
れ

ば
、
補
助
金
な
ど

の
考
え
は
。財

政
的
に
及
ぼ
す

影
響
が
大
き
い
の

で
少
し
様
子
を
見
た
い
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
地
域
の

安
全
の
向
上
の
た
め
に
大
き

く
寄
与
す
る
の
で
、
積
極
的

に
設
置
は
し
た
い
。
一
方
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係
も
あ

り
、
勘
案
し
な
が
ら
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

被
害
の
特
徴
は
。

自
転
車
は
８
割
が

無
施
錠
、
車
上
狙

い
も
６
割
が
無
施
錠
で
被
害

に
あ
っ
て
い
る
。

空
き
巣
な
ど
、
個

人
の
財
産
を
自
分

で
守
る
た
め
に
は
、
警
察
や

行
政
は
町
民
に
ど
う
い
う
注

意
喚
起
を
し
て
い
る
の
か
。

個
人
で
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
や
防

犯
カ
メ
ラ
、
留
守
を
分
か
り

に
く
く
す
る
こ
と
な
ど
。

　
町
全
体
で
防
犯
対
策
を
継

続
し
て
い
き
、
広
報
誌
や
ニ

ュ
ー
ス
、
早
期
に
周
知
す
る

場
合
は
戸
別
受
信
機
な
ど
を

活
用
し
て
い
る
。
町
内
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
里
庄
は
、
立
地
条
件
も
良

く
地
元
以
外
の
人
が
い
る
こ

と
や
不
審
者
が
い
て
も
気
づ

き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も
増

え
、
個
人
対
応
や
防
犯
意
識

を
高
め
る
に
も
限
界
が
あ
る
。

令
和
６
年
度
の
盗

難
被
害
は
近
隣
で

は
ど
う
な
の
か
。

　
件
数
、
内
容
は
。

里
庄
町
26
件
、
浅

口
市
99
件
、
笠
岡

市
91
件
、
井
原
市
50
件
、
矢

掛
町
14
件
。

　
自
転
車
の
窃
盗
９
件
、
万

引
き
７
件
、
車
上
狙
い
５
件

な
ど
、
空
き
巣
被
害
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。

　
令
和
５
年
度
は
10
件
で
あ

り
、
岡
山
県
内
自
治
体
で
増

加
傾
向
に
あ
る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

仁科千鶴子 議員

　防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

　
　
　
　
　企
画
商
工
課
長
／
検
討
す
る

問

問

問問

問

問

問

問問

破損・ひび割れ補修計画は
　　農林建設課長／優先順位をつけ
　　　　　　　　　　　　　　計画的に

里
庄
町
の
小
・
中

学
校
で
現
在
対
処

し
て
い
る
い
じ
め
の
問
題
は

あ
る
の
か
。現

在
小
学
校
で
２

件
、
中
学
校
で
１

件
対
応
を
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
も
の

で
、
ど
の
よ
う
な

対
処
を
し
て
い
る
の
か
。

今
年
度
い
じ
め
の

認
知
件
数
は
、
小

田
辺

　博
樹 

議
員

介護保険料の軽減は
　　健康福祉課長／これ以上の軽減は困難

い
じ
め
対
策
は

教
育
長
／
最
初
の
対
応
が
重
要

来し方行く末・・・じっと手を見る

補修を待つ町道

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

上
下
水
道

課

　
　長

問問
健
康
福
祉

課

　
　長

健
康
福
祉

課

　
　長

問問

問

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

た
だ
今
工
事
中
の

国
道
２
号
線
バ
イ

パ
ス
は
、
立
体
交
差
だ
が
片

側
１
車
線
。
21
世
紀
も
４
分

の
１
経
過
し
た
現
在
、
こ
の

設
計
思
想
は
い
か
が
か
。

事
前
の
打
診
は

農
林
建
設
課
長
／
国
か
ら
説
明
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　受
け
て
い
る

問

教
育
長

　
事
前
の
打
診
は
あ
っ
た
か
。

国
の
ほ
う
か
ら
町
、

関
係
す
る
地
元
分

館
に
事
業
計
画
や
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て

い
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

問町
長

こ
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瑞祥新春（ずいしょうしんしゅん）
　急な季節の変わり目や時代の流れなど
が目まぐるしい近年ですが、気が付けば1
月も終わり、今年も残り約11か月となり
ました。
　皆さまに吉兆をお届けできるように、議
会も今後ますます頑張ってまいりますので、
議会だよりをこれからもご愛読ください。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

E-m
ail:gikai@

tow
n.satosho.lg.jp 令和7年3月定例会は、3月3日（月）から始まる予定です。

　
囲
碁
部
の
部
員
数
は
現
在

17
人
で
、
毎
週
月
・
木
曜
日

の
13
時
か
ら
17
時
に
、
中
央

公
民
館
で
対
局
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
東
公
民
館
で
も
練

習
会
を
し
て
い
ま
す
。

　
実
力
の
差
は
ハ
ン
デ
を
つ

け
、
お
互
い
楽
し
み
な
が
ら

強
く
な
る
よ
う
努
力
し
、
徐

々
に
で
す
が
実
力
が
つ
い
て

い
ま
す
。

　
実
力
の
確
認
の
場
と
し
て

囲
碁
大
会
を
企
画
し
、
優
勝

を
目
指
し
し
の
ぎ
あ
っ
て
い

ま
す
。

　
囲
碁
の
発
祥
は
中
国
と
さ

れ
、
奈
良
時
代
に
日
本
に
伝

わ
り
、
平
安
時
代
に
貴
族
に

室
町
時
代
に
公
家
と
武
家
に

好
ま
れ
、
戦
国
時
代
か
ら
江

戸
時
代
に
は
プ
ロ
棋
士
が
出

て
家
元
制
度
が
確
立
す
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　
囲
碁
の
愛
好
者
は
１
９
８

０
年
代
は
１
０
０
０
万
人
で

現
在
は
２
０
０
万
人
足
ら
ず

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
里
庄
町
囲
碁
部
も
新
規
会

員
が
な
く
、
会
員
の
高
齢
化

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
、
町
を
通
じ
て

中
学
校
か
ら
は
夏
季
の
希
望

学
習
の
一
つ
と
し
て
囲
碁
講

習
を
数
年
前
か
ら
実
施
し
、

昨
年
は
小
学
校
の
要
請
に
よ

り
、
６
年
生
に
囲
碁
を
紹
介

し
対
局
し
な
が
ら
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。
若
い
人
に

少
し
で
も
囲
碁
に
興
味
を
持

つ
人
が
増
え
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
囲
碁
大
会
の
開
催

回
数
を
増
や
し
、
会
員
の
交

流
を
通
し
て
、
さ
ら
に
囲
碁

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

活活動動こんなこんな しています！しています！
第17回

里
庄
町
文
化
協
会  

　囲
碁
部

（岡本）

未
来
の
消
防
士
た
ち（
東
幼
稚
園
）

未
来
の
消
防
士
た
ち（
東
幼
稚
園
）


